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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　　アンライセンススペクトル上での通信信号の送信のためのコンポーネントキャリアの
セットを識別することと、
　　コンポーネントキャリアの前記セットのうちの少なくとも１つのコンポーネントキャ
リアについてのスタガリングされたクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）タイミングを
、第１のキャリア周波数へのアクセスを獲得するために前記少なくとも１つのコンポーネ
ントキャリア上で実施されるＣＣＡが、第２のキャリア周波数へのアクセスを獲得するた
めにコンポーネントキャリアの前記セットのうちの異なるコンポーネントキャリア上で実
施されるＣＣＡとは異なる時間に起こるように決定することと、
　　複数の基地局間で前記スタガリングされたＣＣＡタイミングを同期させることと、前
記スタガリングされたＣＣＡタイミングは、ネットワーク構成の一部として受信されたス
タガリングオフセットに従ってコンポーネントキャリアの前記セットのＣＣＡをスタガリ
ングすることを備える、
　を備える方法。
【請求項２】
　システム情報ブロック（ＳＩＢ）またはＲＲＣ構成／再構成メッセージ中でユーザ機器
（ＵＥ）に前記スタガリングオフセットを送信することをさらに備える、請求項１に記載
の方法。
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【請求項３】
　前記スタガリングされたＣＣＡタイミングは、コンポーネントキャリアの前記セットの
うちの少なくとも１つのコンポーネントキャリアについての一連のＣＣＡを、コンポーネ
ントキャリアの前記セットのうちの少なくとも１つの他のものについての一連のＣＣＡと
は異なる時間に起こるようにスタガリングすることを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　各コンポーネントキャリア上で送信される前記通信信号は、複数のフレームを備え、前
記複数のフレームの各々はＣＣＡサブフレームを含み、ここで、前記スタガリングされた
ＣＣＡタイミングは、
　各コンポーネントキャリアについて前記ＣＣＡサブフレームとして異なるサブフレーム
を選択することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　コンポーネントキャリアの前記セットが、前記アンライセンススペクトル上で送信され
る、２以上のセカンダリダウンリンク（ＳＤＬ）キャリア、キャリアアグリゲーション（
ＣＡ）キャリア、またはスタンドアロン（ＳＡ）キャリアを備え、各コンポーネントキャ
リアが、前記コンポーネントキャリアのうちの２以上が異なるＴＤＤアップリンク／ダウ
ンリンク（ＵＬ／ＤＬ）構成を有する、時分割複信（ＴＤＤ）送信スキームに従って、前
記通信信号を送信するように構成される、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記少なくとも１つのコンポーネントキャリアについてのクリアチャネルアセスメント
免除送信（ＣＥＴ）を、コンポーネントキャリアの前記セットのうちの前記異なるコンポ
ーネントキャリアについてのＣＥＴとは異なる時間に起こるようにスタガリングすること
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　第１のコンポーネントキャリア上で通信信号を送信することと、
　前記第１のコンポーネントキャリア上で前記通信信号を送信しながら、ＣＣＡを実施す
るための第２のコンポーネントキャリア上で受信信号を測定することと、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　コンポーネントキャリアの前記セットが、第１の周波数において実質的に送信される第
１のコンポーネントキャリアと、第２の周波数において実質的に送信される第２のコンポ
ーネントキャリアとを備え、前記第１の周波数および前記第２の周波数が異なる周波数帯
に属し、前記スタガリングされたＣＣＡタイミングが、前記第１のコンポーネントキャリ
アおよび前記第２のコンポーネントキャリアのＣＣＡを異なる時間に起こるようにスタガ
リングすることを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　コンポーネントキャリアの前記セットが、第１の周波数において実質的に送信される第
１のコンポーネントキャリアと、第２の周波数において実質的に送信される第２のコンポ
ーネントキャリアとを備え、前記第１の周波数および前記第２の周波数は、同じ周波数帯
の隣接していない周波数であり、前記スタガリングされたＣＣＡタイミングは、前記第１
のコンポーネントキャリアおよび前記第２のコンポーネントキャリアのＣＣＡを異なる時
間に起こるようにスタガリングすることを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　　アンライセンススペクトル上で送信されるコンポーネントキャリアのセット上で通信
信号を受信することと、
　　第１のキャリア周波数へのアクセスを獲得するための、コンポーネントキャリアの前
記セットのうちの少なくとも１つのコンポーネントキャリアについてのクリアチャネルア
セスメント（ＣＣＡ）が、第２のキャリア周波数へのアクセスを獲得するための、コンポ
ーネントキャリアの前記セットのうちの別のコンポーネントキャリアについてのＣＣＡと
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は異なる時間に起こることを示す、スタガリング情報を受信することと、コンポーネント
キャリアの前記セットの各コンポーネントキャリアについてのＣＣＡがスタガリングオフ
セットに従ってスタガリングされる、
　　前記スタガリング情報に従ってＣＣＡ動作を実施することとを備える、
　方法。
【請求項１１】
　前記受信することは、システム情報ブロック（ＳＩＢ）またはＲＲＣ構成／再構成メッ
セージ中で基地局から前記スタガリングオフセットを受信することを備える、請求項１０
に記載の方法。
【請求項１２】
　各コンポーネントキャリア上で送信された通信信号が、複数のフレームを備え、前記複
数のフレームの各々がＣＣＡサブフレームを備え、前記スタガリング情報が、各コンポー
ネントキャリアについて異なるサブフレームを前記ＣＣＡサブフレームとして識別する、
請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　コンポーネントキャリアの前記セットが、前記アンライセンススペクトル上で送信され
る２以上のセカンダリダウンリンク（ＳＤＬ）キャリアを備える、請求項１０に記載の方
法。
【請求項１４】
　コンポーネントキャリアの前記セットが、第１の周波数で実質的に送信される第１のコ
ンポーネントキャリアと、前記第１の周波数とは異なる周波数帯に属する第２の周波数に
おいて実質的に送信される第２のコンポーネントキャリアとを備え、前記第１のコンポー
ネントキャリアおよび前記第２のコンポーネントキャリアのＣＣＡが異なる時間に起こる
ようにスタガリングされる、請求項１０に記載の方法。
【請求項１５】
　コンポーネントキャリアの前記セットが、第１の周波数において実質的に送信される第
１のコンポーネントキャリアと、前記第１の周波数と同じ周波数帯に属する第２の周波数
において実質的に送信される第２のコンポーネントキャリアとを備え、
　前記第１のコンポーネントキャリアおよび前記第２のコンポーネントキャリアのＣＣＡ
のタイミングが同期され、
　コンポーネントキャリアの前記セットのうちの１つまたは複数の他のコンポーネントキ
ャリアについての１つまたは複数のＣＣＡが、前記第１のコンポーネントキャリアおよび
前記第２のコンポーネントキャリアの前記同期されたＣＣＡとは異なる時間に起こるよう
にスタガリングされる、請求項１０に記載の方法。
【請求項１６】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと通信的に結合されたメモリと
　を備え、前記プロセッサは、
　　アンライセンススペクトル上での通信信号の送信のためにコンポーネントキャリアの
セットを識別することと、
　　コンポーネントキャリアの前記セットのうちの少なくとも１つのコンポーネントキャ
リアについてのスタガリングされたクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）タイミングを
、第１のキャリア周波数へのアクセスを獲得するために前記少なくとも１つのコンポーネ
ントキャリア上で実施されるＣＣＡが、第２のキャリア周波数へのアクセスを獲得するた
めにコンポーネントキャリアの前記セットのうちの異なるコンポーネントキャリア上で実
施されるＣＣＡとは異なる時間に起こるように決定することと、
　　複数の基地局間で前記スタガリングされたＣＣＡタイミングを同期させることと、
　　ネットワーク構成の一部として受信されたスタガリングオフセットに従ってコンポー
ネントキャリアの前記セットの前記ＣＣＡをスタガリングすることと、
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　を行うように構成される、装置。
【請求項１７】
　前記プロセッサは、コンポーネントキャリアの前記セットのうちの少なくとも１つのコ
ンポーネントキャリアについての一連のＣＣＡが、コンポーネントキャリアの前記セット
のうちの少なくとも１つの他のものについての一連のＣＣＡとは異なる時間に起こるよう
にスタガリングするように構成される、請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　各コンポーネントキャリア上で送信される前記通信信号が複数のフレームを備え、前記
複数のフレームの各々がＣＣＡサブフレームを含み、前記プロセッサは、前記コンポーネ
ントキャリアの各々について前記ＣＣＡサブフレームとして異なるサブフレームを選択す
るように構成される、請求項１６に記載の装置。
【請求項１９】
　コンポーネントキャリアの前記セットが、前記アンライセンススペクトル上で送信され
る、２以上のセカンダリダウンリンク（ＳＤＬ）キャリア、キャリアアグリゲーション（
ＣＡ）またはスタンドアロン（ＳＡ）キャリアを備え、各コンポーネントキャリアが、前
記コンポーネントキャリアのうちの２以上が異なるＴＤＤアップリンク／ダウンリンク（
ＵＬ／ＤＬ）構成を有する、時分割複信（ＴＤＤ）送信スキームに従って、前記通信信号
を送信するように構成される、請求項１６に記載の装置。
【請求項２０】
　前記プロセッサが、前記少なくとも１つのコンポーネントキャリアについてのクリアチ
ャネルアセスメント免除送信（ＣＥＴ）を、コンポーネントキャリアの前記セットのうち
の前記異なるコンポーネントキャリアについてのＣＥＴとは異なる時間に起こるようにス
タガリングするようにさらに構成される、請求項１６に記載の装置。
【請求項２１】
　前記プロセッサが、第１のコンポーネントキャリア上で通信信号を送信することと、前
記第１のコンポーネントキャリア上で前記通信信号を送信しながら、ＣＣＡを実施するた
めの第２のコンポーネントキャリア上で受信信号を測定することとを行うようにさらに構
成される、請求項１６に記載の装置。
【請求項２２】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信するメモリと
　を備え、前記プロセッサは、
　　アンライセンススペクトル上で送信されるコンポーネントキャリアのセット上で通信
信号を受信することと、
　　第１のキャリア周波数へのアクセスを獲得するための、コンポーネントキャリアの前
記セットのうちの少なくとも１つのコンポーネントキャリアについてのクリアチャネルア
セスメント（ＣＣＡ）が、第２のキャリア周波数へのアクセスを獲得するための、コンポ
ーネントキャリアの前記セットのうちの別のコンポーネントキャリアについてのＣＣＡと
は異なる時間に起こることを示す、スタガリング情報を受信することと、コンポーネント
キャリアの前記セットの各コンポーネントキャリアについてのＣＣＡがスタガリングオフ
セットに従ってスタガリングされる、
　　前記スタガリング情報に従ってＣＣＡ動作を実施することと、
　を行うように構成される、装置。
【請求項２３】
　前記プロセッサが、システム情報ブロック（ＳＩＢ）またはＲＲＣ構成／再構成メッセ
ージ中で基地局から前記スタガリングオフセットを受信するようにさらに構成される、請
求項２２に記載の装置。
【請求項２４】
　各コンポーネントキャリア上で送信される前記通信信号が複数のフレームを備え、前記
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複数のフレームの各々がＣＣＡサブフレームを備え、前記スタガリング情報が、各コンポ
ーネントキャリアについて異なるサブフレームを前記ＣＣＡサブフレームとして識別する
、請求項２２に記載の装置。
【請求項２５】
　コンポーネントキャリアの前記セットが、前記アンライセンススペクトル上で送信され
る、２以上のセカンダリダウンリンク（ＳＤＬ）、キャリアアグリゲーション（ＣＡ）キ
ャリア、またはスタンドアロング（ＳＡ）キャリアを備える、請求項２２に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　相互参照
　[0001]　本特許出願は、各々が本願の譲受人に譲渡された、２０１４年８月１５日に出
願されたＹｅｒｒａｍａｌｌｉ他の米国特許出願第１４／４６０，９９６号「Subframe S
taggering Across Component Carriers in an Unlicensed or Shared Spectrum」、およ
び２０１３年８月１９日に出願されたＹｅｒｒａｍａｌｌｉ他の米国仮特許出願第６１／
８６７，４２０号「Subframe Staggering Across Component Carriers in LTE-U」の優先
権を主張する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]　音声、映像、パケットデータ、メッセージング、ブロードキャストなど、様々
な通信サービスを提供するために、ワイヤレス通信ネットワークが広く展開されている。
これらのワイヤレスネットワークは、利用可能なネットワークリソースを共有することに
よって、マルチプルなユーザをサポートすることが可能な多元接続ネットワークであり得
る。
【０００３】
　[0003]　ワイヤレス通信ネットワークは、いくつものアクセスポイントを含み得る。セ
ルラーネットワークのアクセスポイントは、ＮｏｄｅＢ（ＮＢ）または発展型（evolved
）ＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）などのいくつもの基地局を含み得る。ワイヤレスローカルエリア
ネットワーク（ＷＬＡＮ）のアクセスポイントは、ＷｉＦｉノードなどのいくつものＷＬ
ＡＮアクセスポイントを含み得る。各アクセスポイントが、いくつものユーザ機器（ＵＥ
）のための通信をサポートすることができ、しばしば同時にマルチプルなＵＥと通信する
ことができる。同様に、各ＵＥは、いくつものアクセスポイントと通信することができ、
時に、マルチプルなアクセスポイントおよび／または異なるアクセス技術を用いるアクセ
スポイントと通信することができる。アクセスポイントは、ダウンリンクおよびアップリ
ンクを介してＵＥと通信し得る。ダウンリンク（もしくは順方向リンク）は、アクセスポ
イントからＵＥへの通信リンクを指し、アップリンク（もしくは逆方向リンク）は、ＵＥ
からアクセスポイントへの通信リンクを指す。
【０００４】
　[0004]　セルラーネットワークがより混み合うようになったので、オペレータ達は、キ
ャパシティを増やす方法を考え始めている。１つの手法は、セルラーネットワークのトラ
フィックおよび／またはシグナリングの一部をオフロードするためのＷＬＡＮの使用を含
み得る。ＷＬＡＮ（あるいはＷｉＦｉネットワーク）は、ライセンススペクトルにおいて
動作するセルラーネットワークとは異なり、ＷｉＦｉネットワークが一般にアンライセン
ススペクトル（unlicensed spectrum）で動作するので、魅力的である。しかしながら、
同じまたは異なるオペレータ展開のアクセスポイントが、アンライセンススペクトルにア
クセスするための同じまたは異なる技術を使用して、共存し、アンライセンススペクトル
を有効活用し得ることを保証するために、アンライセンススペクトルへのアクセスは、協
調（coordinate）される必要がある。
【発明の概要】
【０００５】
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　[0005]　ここに記載される特徴は、一般に、ワイヤレス通信のための１つまたは複数の
改善されたシステム、方法、および／またはデバイスに関し、より詳細には、アンライセ
ンススペクトルを使用して伝送されるマルチプルなコンポーネントキャリア上のクリアチ
ャネルアセスメント（ＣＣＡ：clear channel assessments）の協調（coordination）に
関する。コンポーネントキャリアのセットは、アンライセンススペクトル上での通信信号
の送信のために識別され得、該セットのうちの１つまたは複数のコンポーネントキャリア
についてのＣＣＡが、コンポーネントキャリアのセットのうちの異なるコンポーネントキ
ャリアについてのＣＣＡとは異なる時間に起こるようにスタガリング（staggered）され
得る。ＣＣＡのスタガリング（staggering）は、ＣＣＡが異なるコンポーネントキャリア
について異なる時間に実施されることを可能にし得る。したがって、例えば、干渉が第１
のコンポーネントキャリア上の第１のＣＣＡ機会におけるチャネルアクセスを妨げる場合
、第２のＣＣＡ機会が、第１のコンポーネントキャリア上の別のＣＣＡ機会よりも前に起
こりうる第２のＣＣＡ機会での第２のコンポーネントキャリア上のチャネルアクセスを可
能にし得る。異なるコンポーネントキャリアについてのＣＣＡのタイミングは、アンライ
センススペクトルを使用するワイヤレス通信のための協調的なシステムを提供するために
、マルチプルな基地局間で協調され得る。
【０００６】
　[0006]　実施例の第１のセットによれば、ワイヤレス通信のための方法が提供される。
該方法は、一般に、アンライセンススペクトル上での通信信号の送信のためのコンポーネ
ントキャリアのセットを識別することと、コンポーネントキャリアのセットのうちの少な
くとも１つのコンポーネントキャリアについてのクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）
を、コンポーネントキャリアのセットのうちの異なるコンポーネントキャリアについての
ＣＣＡとは異なる時間に起こるようにスタガリングすることと、を含む。いくつかの例で
は、該方法は、また、複数の基地局にわたってコンポーネントキャリア周波数のセットの
各々についてＣＣＡを同期させることを含み得る。スタガリングは、たとえば、ネットワ
ーク構成の一部として受信されたスタガリングオフセットにしたがって、コンポーネント
キャリアのセットのＣＣＡをスタガリングすることを含み得る。そのようなスタガリング
オフセットは、たとえば、システム情報ブロック（ＳＩＢ）またはＲＲＣ構成／再構成メ
ッセージにおいてユーザ機器（ＵＥ）に送信され得る。追加的に、または代替的に、スタ
ガリングは、コンポーネントキャリアのセットのうちの少なくとも１つのコンポーネント
キャリアについての一連のＣＣＡを、コンポーネントキャリアのセットのうちの少なくと
も１つの他のものについての一連のＣＣＡとは異なった時間に起こるようにスタガリング
することを含み得る。スタガリングは、また、ＣＣＡ免除送信（ＣＥＴ：CCA exempt tra
nsmissions）のスタガリングを含み得る。例えば、少なくとも１つのコンポーネントキャ
リアのＣＥＴは、コンポーネントキャリアのセットのうちの少なくとも１つの他のコンポ
ーネントキャリアのＣＥＴとは異なる時間に起こるようにスタガリングされ得る。
【０００７】
　[0007]　いくつかの例によれば、各コンポーネントキャリア上で送信される通信信号は
、いくつかのフレームを含み、各フレームがＣＣＡサブフレームを含み、スタガリングは
、コンポーネントキャリアの各々について異なるサブフレームをＣＣＡサブフレームとし
て選択することを含み得る。他の例では、コンポーネントキャリアのセットは、アンライ
センススペクトル上で送信される２またはそれ以上のセカンダリダウンリンク（ＳＤＬ）
キャリアを備え得る。コンポーネントキャリアのセットは、いくつかの例では、アンライ
センススペクトル上で送信される２以上のキャリアアグリゲーション（ＣＡ）またはスタ
ンドアロン（ＳＡ）キャリアを含み得る。いくつかの例では、各コンポーネントキャリア
は、時分割複信（ＴＤＤ）送信スキームにしたがって通信信号を送信するように構成され
、コンポーネントキャリアのうちの２以上が、異なるＴＤＤアップリンク／ダウンリンク
（ＵＬ／ＤＬ）構成を有し得る。
【０００８】
　[0008]　追加的にまたは代替的に、該方法は、第１のコンポーネントキャリア上で通信
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信号を送信することと、第１のコンポーネントキャリア上で通信信号を送信しながら、Ｃ
ＣＡについて第２のコンポーネントキャリア上で受信信号を測定することと、を含み得る
。いくつかの例では、コンポーネントキャリアのセットは、実質的に第１の周波数におい
て送信される第１のコンポーネントキャリアと、実質的に第２の周波数において送信され
る第２のコンポーネントキャリアとを含み得る。第１の周波数と第２の周波数は、例えば
、異なる周波数帯に属する場合があり、スタガリングは、第１および第２のコンポーネン
トキャリアのＣＣＡを、異なる時間に起こるようにスタガリングすることを含み得る。い
くつかの例では、第１の周波数および第２の周波数は、同じ周波数帯の隣接していない（
non-contiguous）周波数であり得、スタガリングは、第１および第２のコンポーネントキ
ャリアのＣＣＡを、異なる時間に起こるようにスタガリングすることを含み得る。
【０００９】
　[0009]　実施例の第２のセットによれば、ワイヤレス通信のための装置が提供される。
装置は、アンライセンススペクトル上での通信信号の送信のためのコンポーネントキャリ
アのセットを識別する手段と、コンポーネントキャリアのセットのうちの少なくとも１つ
のコンポーネントキャリアについてのクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を、コンポ
ーネントキャリアのセットのうちの異なるコンポーネントキャリアについてのＣＣＡとは
異なる時間に起こるようにスタガリングする手段とを含み得る。特定の実施例では、装置
は、実施例の第１のセットに関して上述した機能の１つまたは複数の態様を実行する手段
を含み得る。
【００１０】
　[0010]　実施例の第３のセットによれば、ワイヤレス通信のための方法が提供される。
該方法は、一般に、アンライセンススペクトル上で送信されるコンポーネントキャリアの
セット上で通信信号を受信することと、コンポーネントキャリアのセットのうちの少なく
とも１つのコンポーネントキャリアについてのクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）が
コンポーネントキャリアのセットのうちの別のコンポーネントキャリアについてのＣＣＡ
とは異なる時間に起こることを示すスタガリング情報を受信することと、スタガリング情
報に従ってＣＣＡ動作を実行することと、を含む。コンポーネントキャリアのセットの各
コンポーネントキャリアについてのＣＣＡは、たとえば、スタガリングオフセットに従っ
てスタガリングされ得る。
【００１１】
　[0011]　追加的にまたは代替的に、該方法は、システム情報ブロック（ＳＩＢ）または
ＲＲＣ構成／再構成メッセージにおいて基地局からスタガリングオフセットを受信するこ
とを含み得る。いくつかの実施例では、各コンポーネントキャリア上で送信される通信信
号は、いくつかのフレームを含み、各フレームは、ＣＣＡサブフレームを含み、スタガリ
ング情報は、各コンポーネントキャリアについて異なるサブフレームをＣＣＡサブフレー
ムとして識別し得る。いくつかの実施例では、コンポーネントキャリアのセットは、アン
ライセンススペクトル上で送信される、２つ以上のセカンダリダウンリンク（ＳＤＬ）キ
ャリア、キャリアアグリゲーション（ＣＡ）キャリア、またはスタンドアロン（ＳＡ）キ
ャリアを含み得る。コンポーネントキャリアのセットは、いくつかの実施例では、第１の
周波数において送信される第１のコンポーネントキャリアと、第１の周波数とは異なる周
波数帯に属する第２の周波数において送信される第２のコンポーネントキャリアとを含み
、第１および第２のコンポーネントキャリアのＣＣＡは、異なる時間に起こるようにスタ
ガリングされ得る。いくつかの実施例では、コンポーネントキャリアのセットは、第１の
周波数において実質的に送信される第１のコンポーネントキャリアと、第１の周波数と同
じ周波数帯に属する第２の周波数において実質的に送信される第２のコンポーネントキャ
リアとを含み得、第１および第２のコンポーネントキャリアのＣＣＡが、コンポーネント
キャリアのセットのうちの１つまたは複数の他のコンポーネントキャリアについての１つ
または複数のＣＣＡが第１および第２のコンポーネントキャリアの同期されたＣＣＡとは
異なる時間に起こるようにスタガリングされて、同期され得る。
【００１２】
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　[0012]　実施例の第４のセットによれば、ワイヤレス通信のための装置が提供される。
該装置は、アンライセンススペクトル上で送信されるコンポーネントキャリアのセット上
で通信信号を受信する手段と、コンポーネントキャリアのセットのうちの少なくとも１つ
のコンポーネントキャリアについてのクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）が、コンポ
ーネントキャリアのセットのうちの別のコンポーネントキャリアについてのＣＣＡとは異
なる時間に起こることを示す、スタガリング情報を受信する手段と、スタガリング情報に
従ってＣＣＡ動作を実行する手段と、を含み得る。特定の実施例では、装置は、実施例の
第３のセットに関して上述した機能の１つまたは複数の態様を実行する手段を含み得る。
【００１３】
　[0013]　ここに記載された方法および装置の利用可能性のさらなる範囲は、以下の詳細
な説明、特許請求の範囲、および図面から明らかになる。本明細書の記載の趣旨及び範囲
内にある様々な変更および修正が当業者には明らかになるので、以下の詳細な説明および
具体例は、単に例示の目的で与えるものにすぎない。
【００１４】
　[0014]　以下の図面を参照することによって、本発明の性質および利点のさらなる理解
がもたらされる。添付図では、類似の構成要素または特徴は、同じ参照ラベルを有するこ
とがある。さらに、同じタイプの様々な構成要素は、参照ラベルの後に、類似の構成要素
間で区別するダッシュ記号および第２のラベルを付すことによって区別される。本明細書
において第１の参照ラベルだけが使用されている場合、その説明は、第２の参照ラベルに
かかわらず、同じ第１の参照ラベルを有する類似の構成要素のうちの任意のものに適用可
能である。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】図１は、ワイヤレス通信システムを示す図である。
【図２】図２は、様々な実施例による、アンライセンススペクトルにおいてＬＴＥ（登録
商標）を使用する展開シナリオの例を示すワイヤレス通信システムを示す図である。
【図３】図３は、様々な実施例による、アンライセンススペクトルにおける異なる補助的
なダウンリンクコンポーネントキャリアと、各コンポーネントキャリアに関連づけられた
スタガリングされたＣＣＡ機会との例を示す図である。
【図４】図４は、様々な実施例による、アンライセンススペクトルにおける異なる補助的
なダウンリンクコンポーネントキャリアと、干渉が生じた場合により高速のチャネルアク
セスを可能にし得るスタガリングされたＣＣＡ機会との例を示す図である。
【図５】図５は、様々な実施例による、アンライセンススペクトルにおける異なるキャリ
アアグリゲーションまたはスタンドアロンモードのコンポーネントキャリアと、各コンポ
ーネントキャリアに関連づけられたスタガリングされたＣＣＡ機会との例を示す図である
。
【図６】図６は、様々な実施例による、アンライセンススペクトルにおける異なるキャリ
アアグリゲーションまたはスタンドアロンモードのコンポーネントキャリアと、干渉が生
じた場合により高速のチャネルアクセスを可能にし得るスタガリングされたＣＣＡ機会と
の例を示す図である。
【図７Ａ】図７Ａは、様々な実施例による、ワイヤレス通信において使用するためのｅＮ
ＢまたはＵＥなどのデバイスの例を示すブロック図である。
【図７Ｂ】図７Ｂは、様々な実施例による、ワイヤレス通信において使用するためのｅＮ
ＢまたはＵＥなどのデバイスの例を示すブロック図である。
【図８】図８は、様々な実施例によるｅＮＢアーキテクチャの一例を示すブロック図であ
る。
【図９】図９は、様々な実施例によるＵＥアーキテクチャの一例を示すブロック図である
。
【図１０】図１０は、様々な実施例による多入力多出力（ＭＩＭＯ）通信システムの一例
を示すブロック図である。
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【図１１】図１１は、様々な実施例による、（例えば、ｅＮＢにおける）アンライセンス
スペクトルを使用するワイヤレス通信のための方法の一例を示すフローチャートである。
【図１２】図１２は、様々な実施例による、（例えば、ｅＮＢにおける）アンライセンス
スペクトルを使用するワイヤレス通信のための方法の一例を示すフローチャートである。
【図１３】図１３は、様々な実施例による、（例えば、ＵＥにおける）アンライセンスス
ペクトルを使用するワイヤレス通信のための方法の一例を示すフローチャートである。
【詳細な説明】
【００１６】
　[0027]　本開示は、セルラー通信（例えば、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）
通信）のためにアンライセンススペクトル（例えば、ＷｉＦｉ通信のために通常使用され
るスペクトル）が使用され得る、方法、装置、システム、及びデバイスを対象とする。具
体的には、ここに開示される例示的な方法、装置、システム、及びデバイスは、アンライ
センススペクトルにおけるチャネルアクセス機会を改善することを対象とする。
【００１７】
　[0028]　セルラーネットワークからアンライセンススペクトルへのトラフィックのオフ
ローディングが増加し続けるので、ネットワークオペレータは、データ伝送容量を拡張す
る機会を探し続ける。１つの方法は、同じまたは異なるオペレータ展開のアクセスポイン
トが、アンライセンススペクトルにアクセスするために同じまたは異なる技術を使用して
、アンライセンススペクトル内で共存し得ることを保証し、また、アンライセンススペク
トルが効率的に使用されていることを保証するために、アンライセンススペクトルの使用
を協調させることを含み得る。
【００１８】
　[0029]　いくつかのケースでは、アンライセンススペクトルの共存およびより効率的な
使用は、アンライセンススペクトルにアクセスすることを望む異なるデバイスまたはノー
ドによって実施されるクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）またはＣＣＡ免除送信（Ｃ
ＥＴ：CCA exempt transmissions）を協調させることによって、促進され得る。いくつか
の展開では、特定のキャリアが利用可能であるかどうかを決定するために、チャネルへの
アクセスを獲得し、アンライセンススペクトルを使用して送信する前に、ＣＣＡがデバイ
スによって実施され得る。他方、ＣＥＴは、ＣＣＡ又は他のリッスンビフォアトーク（Ｌ
ＢＴ：listen before talk）要求を受けないノードのための規則的にスケジュールされた
送信であり得る。特定の状況では、ＣＣＡは、チャネルが利用可能になる前に、幾度か実
施され得る。アンライセンススペクトルへのアクセス拡張を提供するためにＣＣＡおよび
ＣＥＴを協調させることは、アンライセンススペクトルを使用してマルチプルなサブキャ
リア上でＣＣＡまたはＣＥＴを送信することを伴い得る。いくつかのケースでは、該方法
は、アンライセンススペクトル上での通信信号の送信のためのコンポーネントキャリアの
セットを識別することと、コンポーネントキャリアのセットのうちの１つまたは複数のコ
ンポーネントキャリアのＣＣＡまたはＣＥＴが、コンポーネントキャリアのセットのうち
の異なるコンポーネントキャリアについてのＣＣＡまたはＣＥＴとは異なる時間に起こる
ように、コンポーネントキャリアをまたいでＣＣＡまたはＣＥＴをスタガリングすること
と、を伴い得る。異なるコンポーネントキャリアについてのＣＣＡおよびＣＥＴが異なる
時間に実施されるようなＣＣＡおよびＣＥＴのスタガリングは、たとえば、特に干渉が存
在し得るケースにおいて、チャネルへのより高速なアクセスを提供し得る。特に、干渉が
第１のコンポーネントキャリア上の第１のＣＣＡ機会におけるチャネルアクセスを妨げる
場合、第２のＣＣＡ機会が、第１のコンポーネントキャリア上の別のＣＣＡ機会よりも前
に起こりうる第２のＣＣＡ機会での第２のコンポーネントキャリア上のチャネルアクセス
を可能にし得る。いくつかの展開では、ＣＣＡスタガリングは、ライセンススペクトルお
よびアンライセンススペクトルを通じたＬＴＥ通信を結合させる様々なモードの操作につ
いて実施され得る。異なるコンポーネントキャリアについてのＣＣＡのタイミングは、ま
た、アンライセンススペクトルを使用するワイヤレス通信のための協調的なシステムを提
供するために、マルチプルな基地局間で協調され得る。
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【００１９】
　[0030]　本明細書に記載の技術は、ＬＴＥだけに限定されず、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、Ｆ
ＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭＡ、およびその他のシステムなど、様々なワイヤレス
通信システムのためにも使用されうる。「システム」および「ネットワーク」という用語
は、しばしば交換可能に使用される。ＣＤＭＡシステムは、ＣＤＭＡ２０００、ユニバー
サル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ）などのような無線技術を実装しうる。ＣＤＭＡ２０
００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５およびＩＳ－８５６規格をカバーする。ＩＳ－２０
００リリース０およびＡは、一般的に、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、１Ｘ、等と称される。
ＩＳ－８５６（ＴＩＡ－８５６）は、一般的に、ＣＤＭＡ２０００　１ｘＥＶ－ＤＯや、
高速パケットデータ（ＨＲＰＤ）、等と称される。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤ
ＭＡ（登録商標））およびＣＤＭＡの他の変形を含む。ＴＤＭＡシステムは、グローバル
移動体通信システム（ＧＳＭ）（登録商標）のような無線技術を実装しうる。ＯＦＤＭＡ
システムは、ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲ
Ａ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、Ｉ
ＥＥＥ８０２．２０、フラッシュＯＦＤＭＡなどのような無線技術を実装しうる。ＵＴＲ
ＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム（ＵＭ
ＴＳ）の一部である。ＬＴＥおよびＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡ
を使用するＵＭＴＳの新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴ
Ｅ、ＬＴＥ－Ａ、およびＧＳＭは、「第３世代パートナーシッププロジェクト」（３ＧＰ
Ｐ（登録商標））という名称の団体による文書に説明されている。ＣＤＭＡ２０００およ
びＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２）と呼ばれる団
体からの文書に説明されている。本明細書で説明される技術は、上述されたシステムおよ
び無線技術のみならず、他のシステムおよび無線技術にも使用され得る。しかしながら、
以下の説明は、例示の目的でＬＴＥシステムについて記載しており、ＬＴＥの用語が以下
の説明の大部分において使用されているが、この技術はＬＴＥアプリケーションの範囲を
超えて適用可能である。
【００２０】
　[0031]　以下の説明は、諸実施例を提供するものであって、特許請求の範囲に記載され
る範囲、利用可能性、または構成を限定するものではない。本開示の精神および範囲から
逸脱することなく、説明される要素の機能および配置に変更を加えることができる。様々
な実施例は、必要に応じて、様々な手順または構成要素を省略し、置き換え、または追加
することができる。例えば、ここに記載される方法は、ここに記載されたものとは異なる
順序で実行されることができ、様々なステップが追加され、省略され、または組み合わさ
れることができる。さらに、特定の実例に関して説明される特徴は、その他の実例におい
て組み合わされることができる。
【００２１】
　[0032]　はじめに図１を参照すると、図は、ワイヤレス通信システム１００の一例を示
している。ワイヤレス通信システム１００は、複数のアクセスポイント（例えば、基地局
、ｅＮＢ、またはＷＬＡＮアクセスポイント）１０５、いくつかのユーザ機器（ＵＥ）１
１５、およびコアネットワーク１３０を含む。アクセスポイント１０５のうちのいくつか
は、様々な実施例においてコアネットワーク１３０または特定のアクセスポイント１０５
（例えば、基地局またはｅＮＢ）の一部であり得る、基地局コントローラ（図示せず）の
制御下でＵＥ１１５と通信し得る。アクセスポイント１０５のうちのいくつかは、バック
ホールリンク１３２を通じて、コアネットワーク１３０と制御情報および／またはユーザ
データを通信し得る。いくつかの実施例において、アクセスポイント１０５のうちのいく
つかは、直接的にあるいは間接的に、ワイヤード通信リンクまたはワイヤレス通信リンク
であり得るバックホールリンク１３４を通じて互いに通信し得る。ワイヤレス通信システ
ム１００は、マルチプルなキャリア（異なる周波数の波形信号）上の動作をサポートし得
る。マルチキャリア送信機は、マルチプルなキャリア上で同時に、変調された信号を送信
することができる。例えば、各通信リンク１２５は、様々な無線技術に従って変調された
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マルチキャリア信号であり得る。変調された各信号は、異なるキャリア上で送信され得、
制御情報（例えば、リファレンス信号や制御チャネル等）、オーバヘッド情報、データ等
を搬送し得る。
【００２２】
　[0033]　アクセスポイント１０５は、１つまたは複数のアクセスポイントアンテナを介
してＵＥ１１５とワイヤレスに通信し得る。アクセスポイント１０５の各々は、それぞれ
のカバレッジエリア１１０に通信カバレッジを提供し得る。いくつかの実施例において、
アクセスポイント１０５は、基地局、トランシーバ基地局（ＢＴＳ）、無線基地局、無線
トランシーバ、基本サービスセット（ＢＳＳ）、拡張サービスセット（ＥＳＳ）、Ｎｏｄ
ｅＢ、発展型ＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）、ホームＮｏｄｅＢ、ホームｅＮｏｄｅＢ、ＷＬＡＮ
アクセスポイント、ＷｉＦｉノード、または何らかの他の適切な用語で称され得る。アク
セスポイントのためのカバレッジエリア１１０は、カバレッジエリア（図示せず）の一部
のみを構成するセクタに分割され得る。ワイヤレス通信システム１００は、異なるタイプ
のアクセスポイント１０５（例えば、マクロ、マイクロ、および／またはピコ基地局）を
含み得る。アクセスポイント１０５は、また、セルラーおよび／またはＷＬＡＮ無線接続
技術など、異なる無線技術を使用し得る。アクセスポイント１０５は、同じまたは異なる
アクセスネットワークまたはオペレータ展開に関連づけられ得る。同じまたは異なる無線
技術を利用する、および／または同じまたは異なるアクセスネットワークに属する、同じ
または異なるタイプのアクセスポイント１０５のカバレッジエリアを含む、異なるアクセ
スポイント１０５のカバレッジエリアは、オーバーラップし得る。
【００２３】
　[0034]　いくつかの例では、ワイヤレス通信システム１００は、アンライセンスの周波
数スぺクトルにおいて動作または展開シナリオの１つまたは複数のモードをサポートする
ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信システム（またはネットワーク）を含み得、スタガリングされた
ＣＣＡを有するマルチプルなコンポーネントキャリアを使用し得る。他の例では、ワイヤ
レス通信システム１００は、アンライセンススペクトルと、アンライセンススペクトルま
たはライセンススペクトル上で行なわれるＬＴＥとは異なるアクセス技術と、ＬＴＥ／Ｌ
ＴＥ－Ａとは異なるアクセス技術とを使用して、ワイヤレス通信をサポートし得る。ＬＴ
Ｅ／ＬＴＥ－Ａ通信システムでは、発展型ＮｏｄｅＢまたはｅＮＢという用語は、一般に
アクセスポイント１０５を説明するために使用され得る。ワイヤレス通信システム１００
は、異なるタイプのｅＮＢが様々な地理的エリアにカバレッジを提供する異機種ネットワ
ークであり得る。たとえば、各ｅＮＢ１０５は、マクロセル、ピコセル、フェムトセル、
および／または他のタイプのセルのために通信カバレッジを提供し得る。ピコセル、フェ
ムトセル、および／または他のタイプのセルなど、小さなセルは、低電力ノードまたはＬ
ＰＮを含み得る。マクロセルは、一般的に、相対的に広い地理的エリア（たとえば、半径
数キロメートル）をカバーし、ネットワークプロバイダにサービス加入しているＵＥによ
る制限のないアクセスを可能にし得る。ピコセルは、一般的に、相対的により狭い地理的
エリアをカバーし、ネットワークプロバイダにサービス加入しているＵＥによる制限のな
いアクセスを可能にし得る。フェムトセルもまた、一般的に、相対的に狭い地理的エリア
（たとえば、家）をカバーし、制限のないアクセスに加え、フェムトセルとの関連づけを
有するＵＥ（たとえば、クローズドサブスクライバグループ（ＣＳＧ）の中のＵＥ、家の
中のユーザのためのＵＥ、等）による制限されたアクセスをも提供し得る。マクロセルの
ためのｅＮＢは、マクロｅＮＢと称され得る。ピコセルのためのｅＮＢは、ピコｅＮＢと
称され得る。そして、フェムトセルのためのｅＮＢは、フェムトｅＮＢまたはホームｅＮ
Ｂと称され得る。ｅＮＢは、１つまたは複数の（たとえば、２つ、３つ、４つ、等の）セ
ルをサポートし得る。
【００２４】
　[0035]　コアネットワーク１３０は、バックホールリンク１３２（例えばＳ１等）を介
してｅＮＢ１０５と通信し得る。ｅＮＢ１０５は、また、たとえば、バックホールリンク
１３４（例えばＸ２等）および／またはバックホールリンク１３２を介して（例えばコア
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ネットワーク１３０を通じて）、直接的あるいは間接的に、互いに通信し得る。ワイヤレ
ス通信システム１００は、同期または非同期動作をサポートし得る。同期動作の場合、ｅ
ＮＢは、同様のフレームおよび／またはゲーティングタイミングを有し、異なるｅＮＢか
らの送信は、時間において概ねアライメントされうる。非同期動作の場合、ｅＮＢは、異
なるフレームおよび／またはゲーティングタイミングを有し、異なるｅＮＢからの送信は
、時間的にアライメントされない場合がある。本明細書で説明される技法は、同期または
非同期動作のいずれにも使用され得る。
【００２５】
　[0036]　ＵＥ１１５は、ワイヤレスネットワーク１００全体を通じて分散され、各ＵＥ
１１５は、固定式または移動式でありうる。ＵＥ１１５はまた、当該技術分野では、モバ
イルデバイス、モバイル局、加入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレス
ユニット、遠隔ユニット、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、遠隔デバイス
、モバイル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、遠隔端末、ハンド
セット、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他
の適切な用語で呼ばれ得る。ＵＥ１１５は、セルラー電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワ
イヤレスモデム、ハンドヘルドデバイス、タブレットコンピュータ、ラップトップコンピ
ュータ、コードレス電話、腕時計や眼鏡などのウェアラブルアイテム、ワイヤレスローカ
ルループ（ＷＬＬ）局などでありうる。ＵＥ１１５は、マクロｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェ
ムトｅＮＢ、リレー等と通信可能であり得る。ＵＥ１１５は、また、セルラーまたは他の
ＷＷＡＮアクセスネットワーク又はＷＬＡＮアクセスネットワークなど、異なるアクセス
ネットワークを通じて通信可能でありうる。
【００２６】
　[0037]　ワイヤレス通信システム１００に示される通信リンク１２５は、アップリンク
（ＵＬ）伝送（たとえば、ＵＥ１１５からｅＮＢ１０５への）を搬送するアップリンク、
および／または、ダウンリンク（ＤＬ）伝送（例えば、ｅＮＢ１０５からＵＥ１１５への
）を搬送するダウンリンクとを含み得る。アップリンク伝送は、逆方向リンク伝送とも呼
ばれ、ダウンリンク伝送は、順方向リンク伝送とも呼ばれ得る。ダウンリンク伝送は、ラ
イセンススペクトルを使用して、アンライセンススペクトルを使用して、またはその両方
を使用してなされ得る。同様に、アップリンク伝送は、ライセンススペクトル、アンライ
センススペクトル、またはその両方を使用してなされ得る。
【００２７】
　[0038]　ワイヤレス通信システム１００のいくつかの例では、補助的なダウンリンクモ
ード（ＳＤＬ）、キャリアアグリゲーションモード（ＣＡ）、およびスタンドアロンモー
ド（ＳＡ）を含む、アンライセンススペクトルを通じたＬＴＥ通信のための様々な展開シ
ナリオがサポートされ得る。ＳＤＬモードでは、ライセンススペクトルにおけるＬＴＥダ
ウンリンクトラフィックは、アンライセンススペクトルに対してオフロードされ得る。Ｃ
Ａモードでは、ＬＴＥダウンリンクおよびアップリンク容量の両方が、ライセンススペク
トルからアンライセンススペクトルへとオフロードされ得る。ＳＡモードは、アンライセ
ンススペクトルにおいて基地局（例えば、ｅＮＢ）とＵＥとの間のＬＴＥダウンリンクお
よびアップリンク通信の伝送のために使用され得る。様々な展開において、ＬＴＥおよび
他の基地局およびＵＥは、これらのまたは類似の動作モードのうちの１つまたは複数をサ
ポートし得る。ＯＦＤＭＡ通信信号が、アンライセンスおよび／またはライセンススペク
トルにおけるＬＴＥダウンリンク伝送のための通信リンク１２５において使用され得、一
方、ＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号は、アンライセンスおよび／またはライセンススペクトルに
おけるＬＴＥアップリンク伝送のための通信リンク１２５において使用され得る。アンラ
イセンススペクトルを使用する伝送は、アンライセンス周波数帯における１つまたは複数
のキャリア周波数を使用して搬送され得る。周波数帯は、例えば、マルチプルなキャリア
周波数に分割され得、各キャリア周波数は、同じ帯域幅又は異なった帯域幅を有し得る。
たとえば、各キャリア周波数は、５ＧＨｚ周波数帯の２０ＭＨｚを占めることができる。
【００２８】
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　[0039]　多くの展開において、前述したように、アンライセンススペクトルを使用して
送信しようとしているデバイスは、スペクトルがその使用について利用可能であることを
検証することを要求され得る。すなわち、デバイスは、スペクトルが１つまたは複数の他
のデバイスによってすでに使用されていないことを検証することを要求され得る。アンラ
イセンススペクトルの利用可能性は、いくつかの例では、ＣＣＡ動作を行うことによって
決定されることができ、それは、一般に、所望のスペクトルが送信を開始する前に何らか
の形で占有されていないことを確かめることを伴う。ＣＣＡ動作は、いくつかの例によれ
ば、１０ｍｓごとなど、周期的なインターバルで行われ得る。アンライセンススペクトル
における特定のキャリア周波数が占有されたかどうかを決定するために、チャネルにアク
セスすることを望む、たとえばｅＮＢ１０５のような送信エンティティが、ＣＣＡを実施
し得る。アンライセンススペクトル中の特定のキャリア周波数が占有されている場合、ｅ
ＮＢ１０５は、関連するキャリア周波数上で再びチャネルアクセスを得ようと試みる前に
次のＣＣＡ機会まで待つ必要がありうる。１０ｍｓに１回ＣＣＡ機会を提供する展開では
、ｅＮＢ１０５は、したがって、別のチャネルアクセスを試みる前に１０ｍｓ待つ必要が
ある。
【００２９】
　[0040]　システム効率を高め、レイテンシーを低減するために、いくつかの例では、チ
ャネルアクセスのための追加のＣＣＡ機会が、スケジュールされた次のＣＣＡ機会の前に
提供され得る。ここに記載される様々な実施例によれば、マルチプルなコンポーネントキ
ャリアを利用する展開では、チャネルアクセスのためのより頻繁な機会を提供するために
異なるコンポーネントキャリアにわたってＣＣＡ機会がスタガリングされ得る。いくつか
の例では、ＣＣＡ機会は、マルチプルなｅＮＢ１０５間で協調され得る。ワイヤレス通信
システム１００などのシステムにおけるアンライセンススペクトル展開シナリオまたは動
作モードを通じたＬＴＥの実装に関するさらなる詳細、ならびに、アンライセンススペク
トルを通じたＬＴＥの動作に関する他の特徴および機能が、以下で、図２～１３に関して
提供される。
【００３０】
　[0041]　次に図２を参照すると、ワイヤレス通信システム２００が、アンライセンスス
ペクトルを通じたＬＴＥをサポートするＬＴＥネットワークのための、補助的なダウンリ
ンクモード（ＳＤＬ）、キャリアアグリゲーションモード（ＣＡ）およびスタンドアロン
グモード（ＳＡ）の例を示す。ワイヤレス通信システム２００は、図１に関して説明した
ワイヤレス通信システム１００の一部分の一例でありうる。さらに、ｅＮＢ２０５は、図
１のアクセスポイント１０５のうちの１つの一例であり得、一方、ＵＥ２１５は、図１に
関して説明したＵＥ１１５の例であり得る。
【００３１】
　[0042]　ワイヤレス通信システム２００におけるＳＤＬモードの一例では、ｅＮＢ２０
５は、マルチプルなコンポーネントキャリアを含み得る、ダウンリンク２２０を使用して
ＵＥ２１５にＯＦＤＭＡ通信信号を送信し得る。図２の例では、ダウンリンク２２０は、
３つのＳＤＬコンポーネントキャリア、すなわち、第１のＳＤＬキャリア２２０－ａ、第
２のＳＤＬキャリア２２０－ｂ、および第３のＳＤＬキャリア２２０－ｃを含む。各ＳＤ
Ｌコンポーネントキャリア２２０－ａ、２２０－ｂ、および２２０－ｃが、アンライセン
ススペクトル内の周波数に関連づけられ得る。ｅＮＢ２０５は、双方向リンク２２５を使
用して同じＵＥ２１５にＯＦＤＭＡ通信信号を送信し得、双方向リンク２２５を使用して
そのＵＥ２１５からＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号を受信し得る。双方向リンク２２５は、ライ
センススペクトルにおける周波数と関連付けられ得る。アンライセンススペクトルにおけ
るダウンリンク２２０およびライセンススペクトルにおける双方向リンク２２５は、同時
に動作し得る。ダウンリンク２２０は、ｅＮＢ２０５にダウンリンク容量オフロードを提
供し得る。いくつかの例では、ダウンリンク２２０は、（例えば、１つのＵＥにアドレス
された）ユニキャストサービスのために、または（例えば、いくつかのＵＥにアドレスさ
れた）マルチキャストサービスのために使用され得る。この動作モードは、ライセンスス
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ペクトルを使用する、トラフィックおよび／またはシグナリング輻輳のいくらかを軽減す
る必要のある、任意のサービスプロバイダ（例えば、従来のモバイルネットワークオペレ
ータまたはＭＮＯ）によって使用され得る。
【００３２】
　[0043]　ワイヤレス通信システム２００におけるＣＡモードの一例では、ｅＮＢ２０５
は、双方向リンク２３０を使用してＵＥ２１５－ａにＯＦＤＭＡ通信信号を送信すること
ができ、双方向リンク２３０を使用して同じＵＥ２１５－ａからＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号
を受信することができる。図２の例では、双方向リンク２３０は、３つのＣＡコンポーネ
ントキャリア、すなわち、第１のＣＡキャリア２３０－ａ、第２のＣＡキャリア２３０－
ｂ、および第３のＣＡキャリア２３０－ｃを含む。各ＣＡコンポーネントキャリア２３０
－ａ、２３０－ｂ、および２３０－ｃは、アンライセンススペクトルにおいて周波数に関
連づけられ得る。ｅＮＢ２０５は、また、双方向リンク２３５を使用して同じＵＥ２１５
－ａにＯＦＤＭＡ通信信号を送信することができ、双方向リンク２３５を使用して同じＵ
Ｅ２１５－ａからＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号を受信することができる。双方向リンク２３５
は、ライセンススペクトル内の周波数に関連づけられ得る。双方向リンク２３０は、ｅＮ
Ｂ２０５にダウンリンクおよびアップリンク容量オフロードを提供し得る。上述のＳＤＬ
モードと同様に、このモードは、ライセンススペクトルを使用する、トラフィックおよび
／またはシグナリング輻輳の一部を軽減する必要のある、任意のサービスプロバイダ（例
えば、ＭＮＯ）によって使用され得る。
【００３３】
　[0044]　ワイヤレス通信システム２００におけるＳＡモードの一例では、ｅＮＢ２０５
は、双方向リンク２４０を使用してＵＥ２１５－ｂにＯＦＤＭＡ通信信号を送信すること
ができ、双方向リンク２４０を使用して同じＵＥ２１５－ｂからＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号
を受信することができる。図２の例では、双方向リンク２４０は、３つのＳＡコンポーネ
ントキャリア、すなわち、第１のＳＡキャリア２４０－ａ、第２のＳＡキャリア２４０－
ｂ、および第３のＳＡキャリア２４０－ｃを含む。各ＣＡコンポーネントキャリア２４０
－ａ、２４０－ｂ、および２４０－ｃが、アンライセンススペクトルにおいて周波数に関
連づけられ得る。ｅＮＢ２０５は、また、双方向リンク２４５を使用して同じＵＥ２１５
－ｂにＯＦＤＭＡ通信信号を送信することができ、双方向リンク２４５を使用して同じＵ
Ｅ２１５－ｂからＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号を受信することができる。双方向リンク２４５
は、ライセンススペクトルにおいてリンク２３０の周波数に関連づけられ得る。双方向リ
ンク２４０は、ｅＮＢ２０５にダウンリンクおよびアップリンク容量オフロードを提供し
得る。この例および以上で提供した例は、例示目的で提示されたものであり、容量オフロ
ードについてライセンススペクトルおよびアンライセンススペクトルを通じたＬＴＥ通信
を結合させる、他の類似の動作モードまたは展開シナリオが存在し得る。
【００３４】
　[0045]　上記のように、アンライセンスバンドにおいてＬＴＥを使用することによって
もたらされる容量オフロードからの恩恵を受け得る典型的なサービスプロバイダは、ＬＴ
Ｅスペクトルを用いる従来のＭＮＯである。これらのサービスプロバイダについて、動作
構成は、ライセンススペクトル上でＬＴＥプライマリコンポーネントキャリア（ＰＣＣ）
を、アンライセンススペクトル上でＬＴＥセカンダリコンポーネントキャリア（ＳＣＣ）
を使用する、ブートストラップモード（例えば、補助的なダウンリンクキャリアアグリゲ
ーション）を含みうる。
【００３５】
　[0046]　ＳＤＬモードでは、アンライセンススペクトルを通じたＬＴＥ送信に関する制
御が、ＬＴＥアップリンク（例えば、双方向リンク２２５のアップリンク部分）を通じて
運ばれ得る。ダウンリンク容量オフロードを提供する理由の１つは、データデマンドが主
としてダウンリンク消費によって引き起こされるからである。さらに、このモードでは、
ＵＥ２１５がアンライセンススペクトルにおいて送信していないので、規制上の影響の低
減があり得る。
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【００３６】
　[0047]　ＣＡモードでは、データおよびコントロールは、ライセンススペクトル上で通
信されることができ（例えば、双方向リンク２３５および２４５）、一方、データは、ア
ンライセンススペクトル上で通信されることができる（例えば、双方向リンク２３０およ
び２４０）。アンライセンススペクトルを使用するときにサポートされるキャリアアグリ
ゲーションメカニズムは、ハイブリッド周波数分割複信－時分割複信（ＦＤＤ－ＴＤＤ）
キャリアアグリゲーション、またはコンポーネントキャリア間で異なる対称性をもつＴＤ
Ｄ－ＴＤＤキャリアアグリゲーションに該当し得る。
【００３７】
　[0048]　様々な動作モードのいずれにおいても、通信は、アンライセンススペクトル中
の１つまたはマルチプルなキャリア周波数上で送信され得る。様々な実施例によれば、上
記のとおり、異なったコンポーネントキャリアが、時間的にスタガリングされた関連する
ＣＣＡ機会を有し、したがって、チャネルアクセスのための追加の機会を提供し得る。図
２の例では、ＵＥ２１５とのＳＤＬダウンリンク２２０を確立しようとするｅＮＢ２０５
は、第１のＳＤＬキャリア２２０－ａに関連する第１のＣＣＡ機会中に第１のＳＤＬキャ
リア２２０－ａ上でＣＣＡを実施し得る。ｅＮＢ２０５が第１のＳＤＬキャリア２２０－
ａを使用してチャネルにアクセス可能でない場合、ｅＮＢは、第２のＳＤＬキャリア２２
０－ｂ上で第２のＣＣＡ機会中に第２のＳＤＬキャリア２２０－ｂ上でＣＣＡを実施し得
る。第２のＣＣＡ機会は、第１のＣＣＡ機会よりも後に、ただし、第１のＳＤＬキャリア
２２０－ａ上の別のＣＣＡ機会よりも前に、起こり得る。したがって、ｅＮＢ２０５が第
２のＣＣＡ機会中にチャネルアクセスの獲得に成功した場合、ＳＤＬダウンリンク２２０
は、より迅速に確立され得る。ＣＡおよびＳＡ動作モードは、同様の形で動作し得る。異
なるコンポーネントキャリア上のそのようなＣＣＡ機会スタガリングのいくつかの例が、
図３～６に示されている。
【００３８】
　[0049]　図３は、様々な実施例による、アンライセンススペクトルを使用するＳＤＬモ
ードにおけるマルチプルなコンポーネントキャリアについてのＣＣＡ機会の例示的なスタ
ガリングパターン３００を示す。図３の例では、アンライセンススペクトル内のコンポー
ネントキャリアが、データフレーム３０５、３１０、および３１５をそれぞれ送信するた
めに使用され得る３つのコンポーネントキャリア周波数Ｆ１、Ｆ２、およびＦ３を含む。
いくつかの例では、アンライセンスコンポーネントキャリア周波数Ｆ１～Ｆ３および送信
されるデータフレーム３０５～３１５は、図１および／または図２に関して説明したｅＮ
Ｂ１０５、２０５および／またはＵＥ１１５、２１５のうちの１つまたは複数によって使
用されるキャリア周波数およびデータフレームの例でありうる。
【００３９】
　[0050]　データフレーム３０５、３１０、および３１５についてのフレーム構造は、１
０個のサブフレーム（例えば、サブフレーム０～９）を有するＬＴＥ無線フレームを含み
得る。ＳＤＬモードでは、各データフレーム３０５、３１０、３１５は、９つのダウンリ
ンク（Ｄ）サブフレームと、１つの特殊な（Ｓ’）サブフレームとを有し得る。図１の例
では、周波数Ｆ１で送信される第１のコンポーネントキャリアは、サブフレーム０内にＳ
’サブフレーム３２０を含み、サブフレーム１～９内にＤサブフレームを含む、データフ
レーム３０５を搬送し得る。Ｄサブフレーム３２５は、ＬＴＥ無線フレームのチャネル占
有時間を集合的に定義し得、Ｓ’サブフレーム３２０の少なくとも一部がチャネルアイド
ル時間を定義し得る。いくつかの例によれば、Ｓ’サブフレーム３２０は、１ミリ秒の持
続時間を有し、アンライセンススペクトルの特定のチャネルについて競合している送信デ
バイスがそれらのＣＣＡを実施し得る１つまたは複数のＣＣＡスロット（例えば、時間ス
ロット）を含み得る。Ｓ’サブフレームは、また、ここではＣＣＡサブフレームとも呼ば
れ得る。したがって、各コンポーネントキャリア上で送信されるデータフレーム３０５、
３１０、３１５は、各データフレームの送信中に１回、または各コンポーネントキャリア
について１０ｍｓごとに１回、ＣＣＡ機会を提供する、一連のＣＣＡサブフレームを提供
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する。
【００４０】
　[0051]　上述のように、異なるコンポーネントキャリアについてのＣＣＡのスタガリン
グは、所望の送信チャネルへのアクセスを獲得するために、ＣＣＡを実行する追加の機会
を送信デバイスに提供し得る。図３の例では、データフレーム３１０は、サブフレーム２
内にＳ’サブフレーム３３０を含み、フレーム３１５は、サブフレーム４内にＳ’サブフ
レーム３３５を含む。したがって、図３に示された実装形態では、送信デバイスがサブフ
レーム０、２、４の期間中にＣＣＡ機会を有し得る。他の例では、さらに追加のサブフレ
ームにおけるＣＣＡ機会を提供し得る、追加のコンポーネントキャリアが存在し得る。い
くつかの例によれば、図１および図２のｅＮＢｓ１０５、２０５、および／またはＵＥ１
１５、２１５などの様々なｅＮＢ、および／または、アンライセンススペクトルにおいて
送信し得る他の送信機が、また、異なるキャリアコンポーネントについてＣＣＡを同期さ
せ得る。様々なｅＮＢ間の情報の同期化は、たとえば、バックホールリンク（例えばＸ２
インターフェース）を介して起こりうる。したがって、いくつもの異なったｅＮＢおよび
／または他の送信機が、同期されたＣＣＡ機会を提供する、協調的な形で動作し得る。
【００４１】
　[0052]　いくつかの例では、Ｓ’サブフレーム３２０、３３０、および３３５、ならび
に他の異なるコンポーネントキャリアの他の任意の特殊なサブフレームが、ｅＮＢおよび
／または他の送信機に提供されるネットワーク構成に従って設定され得る。ネットワーク
構成は、例えば、異なるコンポーネントキャリア周波数帯のリスト、および各コンポーネ
ントキャリア周波数帯それぞれについてのＳ’サブフレームの位置を含み得る。いくつか
の例では、各コンポーネントキャリア周波数帯についてのＳ’サブフレームの位置は、ス
タガリングオフセットとして提供され得る。いくつかの例では、同期化が、また、異なる
ＭＮＯの送信機にも適用され得る。このようなシステムで動作するＵＥは、いくつかの例
によれば、システム情報ブロック（ＳＩＢ）またはＲＲＣ構成／再構成メッセージ中で、
異なるコンポーネントキャリアについてのスタガリングオフセットなどのスタガリング情
報を含む構成情報を受信し得る。
【００４２】
　[0053]　図３の例は、データフレーム３０５、３１０、３１５の各々の中の異なるサブ
フレームにおける、Ｓ’サブフレーム３２０、３３０、３３５を示しているが、いくつか
の例では、１つまたは複数のコンポーネントキャリアが、同じサブフレームオフセットを
備えたＳ’サブフレームを有し得、そして、少なくとも１つの他のコンポーネントキャリ
アが、異なるサブフレームオフセットを備えたＳ’サブフレームを有する。様々な実施例
によれば、ＣＣＡは、各コンポーネントキャリア上で別個に、ｅＮＢなどの送信機によっ
て実施されることができ、したがって、そのような送信機は、第２のコンポーネントキャ
リア周波数Ｆ２上でＣＣＡを実施するために第２のコンポーネントキャリア周波数Ｆ２上
で受信信号を測定しながら（たとえば、Ｓ’サブフレーム３３０中に）、第１のコンポー
ネントキャリア周波数Ｆ１（たとえば、サブフレーム２中のダウンリンクサブフレーム３
２５）上で通信信号を送信するように構成され得る。異なるコンポーネントキャリア周波
数Ｆ１～Ｆ３は、同じ周波数帯に属することも可能であり（例えば、バンド内（intra-ba
nd）コンポーネントキャリア）、あるいは、コンポーネントキャリア周波数Ｆ１～Ｆ３の
うちの１つまたは複数が、異なる周波数帯に属することも可能である（例えば、バンド間
（inter-band）コンポーネントキャリア）。いくつかの例では、バンド内コンポーネント
キャリアが、同期されたＣＣＡを持つように、同期された特殊なサブフレームを有するよ
うに構成され得、一方、バンド間コンポーネントキャリアが、スタガリングされた特殊な
サブフレームを有するように構成され得る。他の例では、隣接していない（non-contiguo
us）コンポーネントキャリア周波数が、スタガリングされたサブフレームを備えて構成さ
れ得、一方、隣接する（contiguous）コンポーネントキャリア周波数が、同期された特殊
なサブフレームを有するように構成され得る。
【００４３】
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　[0054]　図４は、ＣＣＡサブフレーム中に干渉が存在し得る、アンライセンススペクト
ルを使用するＳＤＬモードにおいてマルチプルなコンポーネントキャリアについてのＣＣ
Ａ機会の例示的なスタガリングパターン４００を示す図である。詳細には、図４の例は、
コンポーネントキャリアのうちの１つのＣＣＡ機会のうちの１つの間に干渉が起こる場合
に、チャネルアクセスを獲得するためにどのようにＣＣＡが別のコンポーネントキャリア
上で実施され得るかを示す。図４に示されるように、フレーム４０５～４１５は、周波数
Ｆ１～Ｆ３上でマルチプルなコンポーネントキャリアを使用して送信され得る。各フレー
ム４０５、４１０、および４１５は、対応する特殊な（Ｓ’）サブフレーム４２０、４２
５、４３０を含み、それらの各々は、アンライセンススペクトルの特定のチャネルについ
て競合している送信デバイスがそこにおいてそれらのＣＣＡを実施し得る、１つまたは複
数のＣＣＡスロット（たとえば、時間スロット）を含み得る。
【００４４】
　[0055]　図４の例では、サブフレーム０～３の間に干渉４３５が存在するものとして示
されている。観察された干渉は、例えば、ＷｉＦｉ送信機からの干渉であり得る。ＷｉＦ
ｉ干渉は、４０ＭＨｚ、８０ＭＨｚ、または１６０ＭＨｚ帯を使用するワイドバンドであ
り得、干渉４３５が存在するときにＣＣＡが試行されるサブキャリア周波数Ｆ１～Ｆ３の
各々においてＣＣＡ動作を失敗させ得る。図４の例では、第１のフレーム４０５は、サブ
フレーム０内にＳ’サブフレームを含み、第２のフレーム４１０は、サブフレーム３内に
Ｓ’サブフレームを含む。この例の干渉４３５は、サブキャリア周波数Ｆ１およびＦ２に
おけるＣＣＡの失敗をまねく。Ｓ’サブフレーム４３０の間に実施されるＣＣＡは、干渉
４３５が止まった後に実施され、したがって、ＣＣＡの成功をもたらし、また、周波数Ｆ
３で送信された第３のコンポーネントキャリアについてのチャネル取得をもたらし得る。
したがって、ｅＮＢ１０５、２０５、および／またはＵＥ１１５、２１５などの送信機は
、周波数Ｆ３上で送信される第３のコンポーネントキャリアのチャネルへのアクセスに成
功することが可能となり得る。送信機は、次いで、ＳＤＬ通信のために利用可能な総帯域
幅を拡張させるために、周波数Ｆ１およびＦ２上で第１および第２のコンポーネントキャ
リアについてチャネルアクセスを獲得しようと再試行し得る。したがって、キャリア周波
数Ｆ１～Ｆ３上で送信されるコンポーネントキャリアのすべての全帯域幅が、最大１０ｍ
ｓに関して得られない場合があるが、通信は、周波数Ｆ３上で送信される第３のコンポー
ネントキャリアを使用して開始され得、コンポーネントキャリアの各々についてのＣＣＡ
が同じサブフレーム中に実施された場合よりも、通信がより迅速に始まり得る。
【００４５】
　[0056]　図５は、様々な実施例による、アンライセンススペクトルを使用するＣＡまた
はＳＡモードにおけるマルチプルなコンポーネントキャリアについてのＣＣＡ機会の例示
的なスタガリングパターン５００を示す。図５の例では、アンライセンススペクトル中の
コンポーネントキャリアは、第１のコンポーネントキャリア周波数Ｆ１で送信される第１
のコンポーネントキャリアと、第２のコンポーネントキャリア周波数Ｆ２で送信される第
２のコンポーネントキャリアと、第３のコンポーネントキャリア周波数Ｆ３で送信される
第３のコンポーネントキャリアとを含む。３つのコンポーネントキャリア周波数Ｆ１、Ｆ
２、Ｆ３は、それぞれ、データフレーム５０５、５１０、５１５を送信するために使用さ
れ得る。いくつかの例では、アンライセンスコンポーネントキャリア周波数Ｆ１～Ｆ３、
および送信されるデータフレーム５０５～３１５は、図１および／または図２に関して説
明したｅＮＢ１０５、２０５および／またはＵＥ１１５、２１５のうちの１つまたは複数
によって使用されるデータフレームおよびキャリア周波数の例であり得る。
【００４６】
　[0057]　データフレーム５０５、５１０、５１５についてのフレーム構造は、１０個の
サブフレーム（例えば、サブフレーム０～９）を有するＬＴＥ無線フレームを含み得る。
図５に示したＣＡまたはＳＡモードでは、各データフレーム５０５、５１０、５１５は、
異なる時分割複信（ＴＤＤ）アップリンク／ダウンリンク（ＵＬ／ＤＬ）構成を有し得る
。図５の例では、コンポーネントキャリア周波数Ｆ１が、サブフレーム０中に特殊な（Ｓ
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’）サブフレーム５２０を含み、サブフレーム１、４、５、９中にダウンリンク（Ｄ）サ
ブフレーム５２５を含み、サブフレーム２、３、７、８中にアップリンク（Ｕ）サブフレ
ーム５３０を含み、ＴＤＤ特殊（Ｓ）サブフレーム５３５を含む、フレーム５０５を搬送
し得る。Ｄサブフレーム５２５は、ＬＴＥ無線フレームのチャネル占有時間を集合的に定
義し得、Ｓ’サブフレーム５２０およびＳサブフレーム５３５の少なくとも一部がチャネ
ルアイドル時間を定義し得る。いくつかの例によれば、Ｓ’サブフレーム５２０は、１ミ
リ秒の持続時間を有し、アンライセンススペクトルの特定のチャネルについて競合する送
信デバイスがそれらのＣＣＡをそこにおいて実施し得る、１つまたは複数のＣＣＡスロッ
ト（たとえば、時間スロット）を含み得る。同様に、第２のフレーム５１０は、Ｓ’サブ
フレーム５４０、Ｄサブフレーム５４５、Ｕサブフレーム５５０、およびＴＤＤ　Ｓサブ
フレーム５５５を含み得る。同じく、第３のフレーム５１５は、特殊なＳ’サブフレーム
５６０、Ｄサブフレーム５６５、Ｕサブフレーム５７０、およびＴＤＤ　Ｓサブフレーム
５７５を含み得る。
【００４７】
　[0058]　上述したように、異なるコンポーネントキャリア周波数についてのＣＣＡがス
タガリングされ得、したがって、所望の送信チャネルへのアクセスを獲得するために送信
デバイスによってＣＣＡを実行するための追加の機会を提供し得る。図５の例では、第２
のフレーム５１０がサブフレーム５内にＳ’サブフレーム５４０を含み、第３のフレーム
５１５がサブフレーム５内にＳ’サブフレーム５６０を含む。したがって、図５に示され
た実装形態では、送信デバイスは、サブフレーム０および５の間にＣＣＡ機会を有し得る
。他の例では、追加のコンポーネントキャリアが存在し得、それが、さらなる追加のサブ
フレームにおけるＣＣＡ機会を提供し得る。いくつかの例によれば、図１および図２のｅ
ＮＢ１０５、２０５、および／またはＵＥ１１５、２１５等の様々なｅＮＢ、および／ま
たはアンライセンススペクトルにおいて送信し得る他の送信機は、異なるコンポーネント
キャリアについてＣＣＡを同期させ得る。したがって、いくつもの異なったｅＮＢおよび
／または他の送信機が、同期されたＣＣＡ機会を提供する、協調的な形で動作し得る。
【００４８】
　[0059]　いくつかの例では、Ｓ’サブフレーム５２０、５４０、５６０、ならびに他の
異なるコンポーネントキャリアの任意の他の特殊なサブフレームが、前述したのと同様に
、ｅＮＢおよび／または他の送信機に提供されるネットワーク構成にしたがって設定され
得る。このようなネットワーク構成は、たとえば、異なるコンポーネントキャリア周波数
帯のリスト、および各コンポーネントキャリア周波数帯それぞれについてのＳ’サブフレ
ームの位置を含み得る。各コンポーネントキャリア周波数帯についてのＳ’サブフレーム
の位置は、たとえば、スタガリングオフセットとして提供され得る。いくつかの例では、
同期化は、また、異なるＭＮＯの送信機にも適用され得る。このようなシステムにおいて
動作するＵＥは、いくつかの例によれば、システム情報ブロック（ＳＩＢ）またはＲＲＣ
構成／再構成メッセージ中で、異なるコンポーネントキャリアについてのスタガリングオ
フセットなどのスタガリング情報を含む構成情報を受信し得る。
【００４９】
　[0060]　いくつかの例では、コンポーネントキャリア周波数Ｆ１～Ｆ３のうちの１つま
たは複数が、同じサブフレームオフセットを備えたＳ’サブフレームを有し得、そして、
少なくとも１つの他のコンポーネントキャリア周波数Ｆ１～Ｆ３が、異なるサブフレーム
オフセットを備えたＳ’サブフレームを有する。様々な実施例によれば、ＣＣＡは、各コ
ンポーネントキャリア周波数Ｆ１～Ｆ３上で別個に、ｅＮＢなどの送信機によって実施さ
れることができ、したがって、そのような送信機は、（たとえば、Ｓ’サブフレーム５４
０、５６０中に）第２および第３のコンポーネントキャリア周波数Ｆ２～Ｆ３上でＣＣＡ
を実施するために第２および第３のコンポーネントキャリア周波数Ｆ２～Ｆ３上で受信信
号を測定しながら、第１のコンポーネントキャリア周波数Ｆ１（例えば、サブフレーム５
中にダウンリンクサブフレーム５２５）上で通信信号を送信するように構成され得る。異
なったコンポーネントキャリア周波数Ｆ１～Ｆ３は、同じ周波数帯に属し得（たとえば、
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バンド内コンポーネントキャリア）、あるいは、コンポーネントキャリア周波数Ｆ１～Ｆ
３のうちの１つまたは複数が異なる周波数帯に属し得る（例えば、バンド間コンポーネン
トキャリア）。いくつかの例では、バンド内コンポーネントキャリアが、同期されたＣＣ
Ａを持つように、同期された特殊なサブフレームを有するように構成され得、一方、バン
ド間コンポーネントキャリアは、スタガリングされた特殊なサブフレームを有するように
構成され得る。他の例では、隣接していないコンポーネントキャリア周波数が、スタガリ
ングされたサブフレームを備えて構成され得、一方、隣接するコンポーネントキャリア周
波数が、同期された特殊なサブフレームを有するように構成され得る。
【００５０】
　[0061]　図６は、様々な実施例による、ＣＣＡサブフレーム中に干渉が存在し得る、ア
ンライセンススペクトルを使用するＣＡまたはＳＡモードにおけるマルチプルなコンポー
ネントキャリアのためのＣＣＡ機会の例示的なスタガリングパターン６００を示す。詳細
には、図６の例は、コンポーネントキャリアのうちの１つのＣＣＡの機会のうちの１つの
間に干渉が起こる場合に、チャネルアクセスを獲得するためにどのようにＣＣＡが別のコ
ンポーネントキャリア上で実施され得るかを示す。図６に示されるように、フレーム６０
５～６１５は、周波数Ｆ１～Ｆ３でマルチプルなコンポーネントキャリアを使用して送信
され得る。各フレーム６０５、６１０、６１５は、対応する特殊な（Ｓ’）サブフレーム
６２０、６４０、６６０を含み、それらの各々は、アンライセンススペクトルの特定のチ
ャネルについて競合している送信デバイスがそこにおいてそれらのＣＣＡを実施し得る、
１つまたは複数のＣＣＡスロット（例えば、時間スロット）を含み得る。
【００５１】
　[0062]　図６の例では、干渉６３５がサブフレーム０の間に存在するものとして示され
ている。観察された干渉は、例えば、ＷｉＦｉ送信機からの干渉であり得、サブキャリア
周波数Ｆ１上のＣＣＡ動作の失敗を引き起こし得る。しかし、干渉６３５が止まった後に
実施されるＳ’サブフレーム６４０および６６０の間に実施されるＣＣＡは、ＣＣＡ成功
をもたらし、周波数Ｆ２～Ｆ３上で送信される第２および第３のコンポーネントキャリア
についてのチャネル獲得をもたらし得る。したがって、ｅＮＢ１０５、２０５、および／
またはＵＥ１１５、２１５などの送信機は、周波数Ｆ２～Ｆ３上で送信される第２および
第３のコンポーネントキャリアのチャネルアクセスに成功し得る。第２および第３のコン
ポーネントキャリア上のチャネルアクセス獲得に成功した後、送信機は、ＣＡおよびＳＡ
通信のために利用可能な総帯域幅を拡張させるために周波数Ｆ１上で第１のコンポーネン
トキャリアについてチャネルアクセスを再試行し得る。
【００５２】
　[0063]　ここで図７Ａを参照すると、ブロック図７００は、様々な実施例によるワイヤ
レス通信において使用するためのデバイス７０５を示す。いくつかの実施例では、デバイ
ス７０５は、図１および／または図２に関して説明したｅＮＢ１０５、２０５、および／
またはＵＥ１１５、２１５の１つまたは複数の態様の一例であり得る。デバイス７０５は
また、プロセッサであり得る。デバイス７０５は、受信機モジュール７１０、ＣＣＡ協調
（CCA coordination）モジュール７２０、および／または送信機モジュール７３０を含み
得る。これらのコンポーネントの各々が、互いに通信し得る。
【００５３】
　[0064]　デバイス７０５のコンポーネントは、個々にまたは集合的に、ハードウェアに
おいて適用可能な機能のいくつかまたはすべてを実行するように適合された１つまたは複
数の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）により実現され得る。あるいは、機能は、１つま
たは複数の集積回路上で、１つまたは複数の他の処理ユニット（またはコア）によって実
行され得る。他の例では、当該技術分野で知られている任意のかたちでプログラムされ得
る、その他のタイプの集積回路（例えば、構造化／プラットフォームＡＳＩＣ、フィール
ドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、およびその他のセミカスタムＩＣ）が使用
されうる。各ユニットの機能はまた、全体的にあるいは部分的に、メモリに組み込まれた
命令により実現され、１つまたは複数の汎用または特定用途向けプロセッサによって実行
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されるようにフォーマットされうる。
【００５４】
　[0065]　いくつかの例では、受信機モジュール７１０は、ライセンススペクトルおよび
／またはアンライセンススペクトルにおける伝送を受信するように動作可能なＲＦ受信機
などの無線周波数（ＲＦ）受信機であり得、またはそのような無線周波数（ＲＦ）受信機
を含み得る。受信機モジュール７１０は、図１および／または図２に関して説明したワイ
ヤレス通信システム１００および／または２００の１つまたは複数の通信リンクなど、ラ
イセンスおよびアンライセンススペクトルを含むワイヤレス通信システムの１つまたは複
数の通信リンクを通じて様々なタイプのデータおよび／または制御信号（すなわち、伝送
）を受信するために使用され得る。
【００５５】
　[0066]　いくつかの例では、送信機モジュール７３０は、ライセンススペクトルおよび
／またはアンライセンススペクトルにおいて送信するように動作可能なＲＦ送信機などの
ＲＦ送信機であり得、またはそのようなＲＦ送信機を含み得る。送信機モジュール７３０
は、図１および／または図２に関して説明したワイヤレス通信システム１００および／ま
たは２００の１つまたは複数の通信リンクなど、ワイヤレス通信システムの１つまたは複
数の通信リンクを通じて様々なタイプのデータおよび／または制御信号（すなわち、伝送
）を送信するために使用され得る。
【００５６】
　[0067]　いくつかの例では、ＣＣＡ協調モジュール７２０は、特定のコンポーネントキ
ャリアの各々についてのＣＣＡオフセットに従って、いくつかの異なるコンポーネントキ
ャリアの各々においてＣＣＡを設定および／または実施し得る。アンライセンススペクト
ルがマルチプルなコンポーネントキャリア上での通信に使用されるべきであると、ＣＣＡ
協調モジュール７２０が決定したときには、ＣＣＡスタガリングが、受信されたスタガリ
ングオフセットに基づいて異なるコンポーネントキャリアについて決定され得、コンポー
ネントキャリアは、決定されたＣＣＡスタガリングパターンに従って送信および／または
受信され得る。送信は、例えば、１つまたは複数のＣＣＡスロット内で特殊なサブフレー
ムを送信することを含み得、ここで、送信されたデータフレーム内の特殊なサブフレーム
各々のロケーションは、たとえば特定のキャリア周波数についてネットワーク構成におい
て定義され得るＣＣＡオフセットに従って決定される。マルチプルなコンポーネントキャ
リア上で伝送を受信することは、たとえばＲＲＣ構成／再構成情報、ＳＩＢ、又は何らか
のネットワーク構成において提供され得るスタガリングオフセットにしたがって特殊なサ
ブフレームが決定される、１つまたは複数のデータフレームを受信することを含み得る。
いくつかのケースでは、ＣＣＡスタガリングオフセットは、ｅＮＢまたは他のエンティテ
ィによって提供され得る。
【００５７】
　[0068]　ここで図７Ｂを参照すると、ブロック図７５０は、様々な実施例によるワイヤ
レス通信において使用するためのデバイス７５５を示す。いくつかの実施例では、デバイ
ス７０５は、図１および／または図２に関して説明したｅＮＢ１０５、２０５、および／
またはＵＥ１１５、２１５の１つまたは複数の態様の一例であり得る。デバイス７０５は
また、プロセッサであり得る。デバイス７５５は、受信機モジュール７１２、ＣＣＡ協調
モジュール７６０、および／または送信機モジュール７３２を含み得る。これらのコンポ
ーネントの各々が、互いに通信し得る。
【００５８】
　[0069]　デバイス７５５のコンポーネントは、個々にまたは集合的に、ハードウェアに
おいて適用可能な機能のいくつかまたはすべてを実行するように適合された1つまたは複
数のＡＳＩＣにより実現されうる。あるいは、機能は、１つまたは複数の集積回路上で、
１つまたは複数の他の処理ユニット（またはコア）によって実行され得る。他の例では、
当該技術分野で知られている任意のかたちでプログラムされ得る、その他のタイプの集積
回路（例えば、構造化／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、およびその他のセミカス
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タムＩＣ）が使用されうる。各ユニットの機能はまた、全体的にあるいは部分的に、メモ
リに組み込まれた命令により実現され、１つまたは複数の汎用または特定用途向けプロセ
ッサによって実行されるようにフォーマットされうる。
【００５９】
　[0070]　いくつかの例では、受信機モジュール７１２は、図７Ａの受信機モジュール７
１０の一例であり得る。受信機モジュール７１２は、ライセンススペクトルおよび／また
はアンライセンススペクトルにおける伝送を受信するように動作可能なＲＦ受信機などの
無線周波数（ＲＦ）受信機であり得、またはそのような無線周波数（ＲＦ）受信機を含み
得る。ＲＦ受信機は、ライセンススペクトルおよびアンライセンススペクトルのために別
個の受信機を含み得る。別個の受信機は、いくつかのケースでは、ライセンススペクトル
モジュール７１４およびアンライセンススペクトルモジュール７１６の形をとり得る。ラ
イセンススペクトルモジュール７１４およびアンライセンススペクトルモジュール７１６
を含む受信機モジュール７１２は、図１および／または図２に関して説明したワイヤレス
通信システム１００および／または２００の１つまたは複数の通信リンクなど、ライセン
ススペクトルおよびアンライセンススペクトルを含む、ワイヤレス通信システムの１つま
たは複数の通信リンクを通じて、様々なタイプのデータおよび／または制御信号（すなわ
ち、伝送）を受信するために使用され得る。
【００６０】
　[0071]　いくつかの例では、送信機モジュール７３２は、図７Ａの送信機モジュール７
３０の一例であり得る。送信機モジュール７３２は、ライセンススペクトルおよび／また
はアンライセンススペクトルにおいて送信するように動作可能なＲＦ送信機などのＲＦ送
信機であり得、またはそのようなＲＦ送信機を含み得る。ＲＦ送信機は、ライセンススペ
クトルおよびアンライセンススペクトルのために別個の送信機を含み得る。別個の送信機
は、いくつかのケースでは、ライセンススペクトルモジュール７３４およびアンライセン
ススペクトルモジュール７３６の形をとり得る。送信機モジュール７３２は、図１および
／または図２に関して説明したワイヤレス通信システム１００および／または２００の１
つまたは複数の通信リンクなど、ワイヤレス通信システムの１つまたは複数の通信リンク
を通じて、様々なタイプのデータおよび／または制御信号（すなわち、伝送）を送信する
ために使用され得る。
【００６１】
　[0072]　ＣＣＡ協調モジュール７６０は、図７Ａに関して説明したＣＣＡ協調モジュー
ル７２０の一例であり得、ＣＣＡモジュール９６５、送信タイミングモジュール７７５、
および／またはノード協調モジュール７８０を含み得る。これらのコンポーネントの各々
が、互いに通信し得る。
【００６２】
　[0073]　いくつかの例では、ＣＣＡモジュール７６５は、いくつものコンポーネントキ
ャリアの各々のアンライセンススペクトルの利用可能性を決定するためにＣＣＡを実行し
得る。ＣＣＡは、特定のコンポーネントキャリア各々についてＣＣＡスタガリングオフセ
ットに従ってアンライセンススペクトルを通じて送信された各コンポーネントキャリアに
ついて識別される特殊なサブフレームの間に実施され得る。ＣＣＡスタガリングは、送信
タイミングモジュール７７５によって決定され得るＣＣＡスタガリングパターンに従って
異なったコンポーネントキャリアについてＣＣＡモジュール７６５によって決定され得る
。送信タイミングモジュール７７５は、その間にＣＣＡが実行され得る各コンポーネント
キャリア上の１つまたは複数の特殊なサブフレームまたはＣＣＡサブフレームについて、
タイミングを決定し得る。特殊なサブフレームのタイミングは、コンポーネントキャリア
のうちの１つまたは複数の周波数帯に基づいて送信タイミングモジュール７７５によって
決定され得る。例えば、同じ周波数帯に属するまたは隣接周波数を有するコンポーネント
キャリアは、同期されたＣＣＡサブフレームを有し得、一方、隣接していないまたはバン
ド間コンポーネントキャリアは、スタガリングされたＣＣＣＡサブフレームを有し得る。
コンポーネントキャリアに関するサブフレーム構成は、いくつかの例では、たとえば、Ｒ
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ＲＣ構成／再構成情報、ＳＩＢ、または何らかのネットワーク構成において、送信タイミ
ングモジュール７７５に提供され得る。いくつかのケースでは、ＣＣＡスタガリングオフ
セットは、ｅＮＢまたは他のエンティティによって提供され得る。
【００６３】
　[0074]　いくつかの例では、ノード協調モジュール７８０は、デバイス７５５と他のデ
バイスまたはノードとの間の協調を確立するのを支援し得る。例えば、ノード協調モジュ
ール７８０は、デバイス７５５のＣＣＡ機会を他のデバイスまたはノードと同期させて、
ノードの協調されたセットを形成するのを支援し得る。ノード協調モジュール７８０は、
また、デバイス７５５がいつＣＣＡを実行すべきかを決定し得る。いくつかの例では、ノ
ード協調モジュール７８０は、ネットワークオペレータの様々な異なる送信機によって送
信される同期されたＣＣＡ機会のコンポーネントキャリアを提供するために、１つの特定
のネットワークによって操作されるノードと協調し得る。ノード協調モジュールは、また
、各ネットワークオペレータによって操作される送信機に同期されたＣＣＡ機会を提供す
るために、他のネットワークオペレータによって操作されるノードと協調し得る。
【００６４】
　[0075]　図８を参照すると、アンライセンススペクトルを通じたＬＴＥ通信のために構
成されたｅＮＢ８０５を示すブロック図８００が示されている。いくつかの例では、ｅＮ
Ｂ８０５は、図１、２、７Ａ、および／または７Ｂに関して説明したｅＮＢまたはデバイ
ス１０５、２０５、７０５、および／または７５５の１つまたは複数の態様の一例であり
得る。ｅＮＢ８０５は、図１、２、３、４、５、６、７Ａ、および／または７Ｂに関して
説明したアンライセンススペクトルを通じてＣＣＡ協調およびスタガリング特徴および機
能のうちの少なくともいくつかを実施するように構成され得る。ｅＮＢ８０５は、プロセ
ッサモジュール８１０、メモリモジュール８２０、少なくとも１つのトランシーバモジュ
ール（トランシーバモジュール８５５によって表される）、少なくとも１つのアンテナ（
アンテナ８６０によって表される）、および／またはｅＮＢ無線アクセスネットワークモ
ジュール８７０を含み得る。ｅＮＢ８０５は、また、基地局通信モジュール８３０および
ネットワーク通信モジュール８４０の一方または両方を含み得る。これらのコンポーネン
トの各々が、１つまたは複数のバス８３５を通じて、直接的にまたは間接的に、互いに通
信し得る。
【００６５】
　[0076]　メモリモジュール８２０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）および／また
はリードオンリーメモリ（ＲＯＭ）を含み得る。メモリモジュール８２０は、命令を含む
コンピュータ可読のコンピュータ実行可能ソフトウェア（ＳＷ）コード８２５を記憶し得
、該命令は、実行されたときに、プロセッサモジュール８１０に、マルチプルなコンポー
ネントキャリアをまたいでスタガリングされ得るＣＣＡのパフォーマンスを含む、ライセ
ンスおよび／またはアンライセンススペクトルにおいてＬＴＥベースの通信を使用する本
明細書に記載の様々な機能を実行させるように構成される。代替的に、ソフトウェアコー
ド８２５は、プロセッサモジュール８１０によって直接的に実行可能でなく、コンパイル
され実行されたときに、本明細書に記載の様々な機能をｅＮＢ８０５に実行させるように
構成されることもできる。
【００６６】
　[0077]　プロセッサモジュール８１０は、インテリジェントなハードウェアデバイス、
例えば、中央処理装置（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣなど、を含み得る。
プロセッサモジュール８１０は、トランシーバモジュール８５５、基地局通信モジュール
８３０、および／またはネットワーク通信モジュール８４０を通じて受信された情報を処
理し得る。プロセッサモジュール８１０は、また、アンテナ８６０を通じた送信のために
トランシーバモジュール８５５に送られるべき、１つまたは複数の他の基地局またはｅＮ
Ｂ８０５－ａおよび８０５－ｂに送信するために基地局通信モジュール８３０に送られる
べき、および／またはコアネットワーク８４５（図１に関して説明したコアネットワーク
１３０の諸態様の一例であり得る）に送信するためにネットワーク通信モジュール８４０
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に送られるべき、情報を処理し得る。プロセッサモジュール８１０は、単独で、またはｅ
ＮＢ無線アクセスネットワークモジュール８７０と関連して、マルチプルなコンポーネン
トキャリアをまたいでスタガリングされ得るＣＣＡのパフォーマンスを含む、ライセンス
および／またはアンライセンススペクトルにおけるＬＴＥベースの通信を使用する様々な
態様を扱うことができる。
【００６７】
　[0078]　トランシーバモジュール８５５は、パケットを変調し、変調されたパケットを
送信のためにアンテナ８６０に提供し、アンテナ８６０から受信されたパケットを復調す
るように構成されたモデムを含み得る。トランシーバモジュール８５５は、１つまたは複
数の送信機モジュールおよび１つまたは複数の別個の受信機モジュールとして実装され得
る。トランシーバモジュール８５５は、少なくとも１つのライセンススペクトルおよび少
なくとも１つのアンライセンススペクトルにおける通信をサポートし得る。トランシーバ
モジュール８５５は、アンテナ８６０を介して、たとえば図１および／または図２に関し
て説明したＵＥまたはデバイス１１５および／または２１５のうちの１つまたは複数と双
方向的に通信するように構成され得る。ｅＮＢ８０５は、通常、マルチプルなアンテナ８
６０（例えば、アンテナアレイ）を含み得る。ｅＮＢ８０５は、ネットワーク通信モジュ
ール８４０を通じてコアネットワーク８４５と通信し得る。ｅＮＢ８０５は、基地局通信
モジュール８３０を使用して、ｅＮＢ８０５－ａおよび８０５－ｂなど、他の基地局また
はｅＮＢと通信し得る。
【００６８】
　[0079]　図８のアーキテクチャによれば、ｅＮＢ８０５は、通信管理モジュール８５０
をさらに含みうる。通信管理モジュール８５０は、他の基地局、ｅＮＢ、および／または
デバイスとの通信を管理し得る。通信管理モジュール８５０は、１つまたは複数のバス８
３５を介してｅＮＢ８０５の他の構成要素のいくつかまたはすべてと通信状態にありうる
。代替的に、通信管理モジュール８５０の機能は、トランシーバモジュール８５５の構成
要素として、コンピュータプログラム製品として、および／またはプロセッサモジュール
８１０の１つまたは複数のコントローラ要素として実装されうる。
【００６９】
　[0080]　ｅＮＢ無線アクセスネットワークモジュール８７０は、ライセンスおよび／ま
たはアンライセンススペクトルにおけるＬＴＥベースの通信を使用することに関係する、
図１、２、３、４、５、６、７Ａ、および／または７Ｂに関して説明したアンライセンス
スペクトルにおけるｅＮＢ機能または態様のいくつかまたはすべてを実施および／または
制御するように構成され得る。例えば、ｅＮＢ無線アクセスネットワークモジュール８７
０は、補助的なダウンリンクモード、キャリアアグリゲーションモード、および／または
スタンドアロンモードにおいてマルチプルなコンポーネントキャリアを使用する伝送をサ
ポートし、コンポーネントキャリアの各々についてスタガリングオフセットにしたがって
ＣＣＡ動作を提供するように構成され得る。ｅＮＢ無線アクセスネットワークモジュール
８７０は、ライセンススペクトルを通じたＬＴＥ通信を取り扱うように構成されたＬＴＥ
ライセンスモジュール８７５、アンライセンススペクトルを通じたＬＴＥ通信およびコン
ポーネントキャリアについてのＣＣＡを取り扱うように構成されたＬＴＥアンライセンス
モジュール８８０、および／またはアンライセンススペクトルを通じたＬＴＥ通信以外の
アンライセンススペクトルにおける通信を取り扱うように構成されたアンライセンスモジ
ュール８８５を含み得る。ｅＮＢ無線アクセスネットワークモジュール８７０は、また、
たとえば図１、２、３、４、５、６、７Ａ、および／または７Ｂに関して説明したｅＮＢ
　ＣＣＡスタガリングおよび協調機能のうちのいずれかを実施するように構成されたＣＣ
Ａ協調モジュール８９０を含み得る。ＣＣＡ協調モジュール８９０は、図７Ａおよび／ま
たは図７Ｂに関して説明した同様のモジュール（例えば、モジュール７２０および／また
はモジュール７６０）の一例でありうる。ｅＮＢ無線アクセスネットワークモジュール８
７０、またはその一部分は、プロセッサを含み得、および／または、ｅＮＢ無線アクセス
ネットワークモジュール８７０の機能のいくつかまたはすべてが、プロセッサモジュール
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８１０でプロセッサモジュール８１０によって、および／またはプロセッサモジュール８
１０と関連して、実施され得る。
【００７０】
　[0081]　図９を参照すると、アンライセンススペクトルを通じたＬＴＥ通信のために構
成されたＵＥ９１５を示すブロック図９００が示されている。ＵＥ９１５は、他の様々な
構成を有することができ、パーソナルコンピュータ（例えば、ラップトップコンピュータ
、ネットブックコンピュータ、タブレットコンピュータなど）、セルラー電話、ＰＤＡ、
デジタルビデオレコーダ（ＤＶＲ）、インターネット器具、ゲームコンソール、電子リー
ダなどに含まれるか、またはそれらの一部でありうる。ＵＥ９１５は、モバイル動作を円
滑にするために、小型バッテリなどの内部電源（図示せず）を有しうる。いくつかの例で
は、ＵＥ９１５は、図１および／または図２に関して説明したＵＥまたはデバイス１１５
および／または２１５のうちの１つまたは複数の一例でありうる。ＵＥ９１５は、図１、
２、７Ａ、７Ｂ、および／または８に関して説明したｅＮＢまたはデバイス１０５、２０
５、７０５、７５５、および／または８０５のうちの１つまたは複数と通信するように構
成され得る。
【００７１】
　[0082]　ＵＥ９１５は、プロセッサモジュール９１０、メモリモジュール９２０、少な
くとも１つのトランシーバモジュール（トランシーバモジュール９７０によって表される
）、少なくとも１つのアンテナ（アンテナ９８０によって表される）、および／またはＵ
Ｅ無線アクセスネットワークモジュール９４０を含み得る。これらのコンポーネントの各
々は、１つまたは複数のバス９３５を通じて、直接的または間接的に、互いに通信し得る
。
【００７２】
　[0083]　メモリモジュール９２０は、ＲＡＭおよび／またはＲＯＭを含みうる。メモリ
モジュール９２０は、命令を含むコンピュータ可読のコンピュータ実行可能ソフトウェア
（ＳＷ）コード９２５を記憶し得、該命令は、実行されたときに、プロセッサモジュール
９１０に、ライセンスおよび／またはアンライセンススペクトルにおいてＬＴＥベースの
通信を使用する本明細書に記載の様々な機能を実行させるように構成される。代替的に、
ソフトウェアコード９２５は、プロセッサモジュール９１０によって直接的に実行可能で
なく、（たとえば、コンパイルされ実行されたときに）本明細書に記載の様々なＵＥ機能
をＵＥ９１５に実行させるように構成されることもできる。
【００７３】
　[0084]　プロセッサモジュール９１０は、インテリジェントハードウェアデバイス、例
えば、ＣＰＵ、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣなどを含み得る。プロセッサモジュール
９１０は、トランシーバモジュール９７０を通じて受信された情報、および／またはアン
テナ９８０を通じて送信するためにトランシーバモジュール９７０に送られるべき情報を
処理し得る。プロセッサモジュール９１０は、単独で、またはＵＥ無線アクセスネットワ
ークモジュール９４０と関連して、ライセンスおよび／またはアンライセンススペクトル
においてＬＴＥベースの通信を使用する様々な態様を取り扱うことができる。
【００７４】
　[0085]　トランシーバモジュール９７０は、ｅＮＢと双方向的に通信するように構成さ
れ得る。トランシーバモジュール９７０は、１つまたは複数の送信機モジュールおよび１
つまたは複数の別個の受信機モジュールとして実装されうる。トランシーバモジュール９
７０は、少なくとも１つのライセンススペクトルにおける通信および少なくとも１つのア
ンライセンススペクトルにおける通信をサポートし得る。トランシーバモジュール９７０
は、パケットを変調し、変調されたパケットを送信のためにアンテナ９８０に提供し、ア
ンテナ９８０から受信されたパケットを復調するように構成されたモデムを含みうる。Ｕ
Ｅ９１５は単一のアンテナを含みうるが、ＵＥ９１５がマルチプルなアンテナ９８０を含
みうる実施例が存在しうる。
【００７５】
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　[0086]　図９のアーキテクチャによると、ＵＥ９１５は、通信管理モジュール９３０を
さらに含みうる。通信管理モジュール９３０は、様々な基地局またはｅＮＢとの通信を管
理し得る。通信管理モジュール９３０は、１つまたは複数のバス９３５を介してＵＥ９１
５の他の構成要素のいくつかまたはすべてと通信状態にある、ＵＥ９１５の構成要素であ
りうる。代替として、通信管理モジュール９３０の機能は、トランシーバモジュール９７
０の構成要素として、コンピュータプログラム製品として、および／またはプロセッサモ
ジュール９１０の１つまたは複数のコントローラ要素としても実現されうる。
【００７６】
　[0087]　ＵＥ無線アクセスネットワークモジュール９４０は、ライセンスおよび／また
はアンライセンススペクトルにおいてＬＴＥベースの通信を使用することに関する、図１
、２、３、４、５、６、７Ａ、および／または７Ｂに記載されたアンライセンススペクト
ルにおけるＵＥ機能または態様のいくつかまたはすべてを実施および／または制御するよ
うに構成され得る。例えば、ＵＥ無線アクセスネットワークモジュール９４０は、補助的
なダウンリンクモード、キャリアアグリゲーションモード、および／またはスタンドアロ
ンモードでマルチプルなコンポーネントキャリアをサポートするように構成され得る。Ｕ
Ｅ無線アクセスネットワークモジュール９４０は、ＣＣＡサブフレームがスタガリングオ
フセットに従って送信されるコンポーネントキャリア上でデータフレームを受信するよう
に、および／または、特定のコンポーネントキャリアのＣＣＡスタガリングオフセットに
よって決定されるＣＣＡ機会に従ってＣＣＡ動作を実行するように構成され得る。ＵＥ無
線アクセスネットワークモジュール９４０は、ライセンススペクトルを通じたＬＴＥ通信
を取り扱うように構成されたＬＴＥライセンスモジュール９４５、アンライセンスを通じ
たＬＴＥ通信を取り扱うように構成されたＬＴＥアンライセンスモジュール９５０、およ
び／またはＣＣＡタイミングモジュール９５５を含み得る。ＣＣＡタイミングモジュール
９５５は、図７Ａおよび／または図７Ｂに関して説明した同様のモジュール（例えば、モ
ジュール７２０および／またはモジュール７６０）の一例であり得、コンポーネントキャ
リアのセットをまたいでスタガリングオフセットに従って送信されたＣＣＡサブフレーム
の受信を協調させ得、および／またはコンポーネントキャリアのセットをまたぐスタガリ
ングオフセットに従ってＣＣＡ動作のパフォーマンスを協調させ得る。ＵＥ無線アクセス
ネットワークモジュール９４０、またはその一部分は、プロセッサを含むことができ、お
よび／または、ＵＥ無線アクセスネットワークモジュール９４０の機能のいくつかまたは
すべては、プロセッサモジュール９１０によって、および／またはプロセッサモジュール
９１０に関連して、実施され得る。
【００７７】
　[0088]　次に図１０を参照すると、ｅＮＢ１００５およびＵＥ１０１５を含む多入力多
出力（ＭＩＭＯ）ワイヤレス通信システム１０００のブロック図が示されている。ｅＮＢ
１００５およびＵＥ１０１５は、ライセンススペクトルおよび／またはアンライセンスス
ペクトルを使用してＬＴＥベースの通信をサポートし得る。ｅＮＢ１００５は、図１、２
、７Ａ、７Ｂ、および／または８に関して説明したｅＮＢまたはデバイス１０５、２０５
、７０５、７５５、および／または８０５の１つまたは複数の態様の一例であり得、ＵＥ
１０１５は、図１、２、７Ａ、７Ｂ、および／または９に関して説明したＵＥまたはデバ
イス１１５、２１５、７０５、７５５、および／または９１５の１つまたは複数の態様の
一例であり得る。ワイヤレス通信システム１０００は、図１および／または図２に関して
説明したワイヤレス通信システム１００および／または２００の態様を図示し、図３、４
、５、および／または６に関して説明したようなマルチプルなコンポーネントキャリアを
またぐＣＣＡ機能を果たし得る。
【００７８】
　[0089]　ｅＮＢ１００５は、アンテナ１０３４－ａ～１０３４－ｘを備え得、ＵＥ１０
１５は、アンテナ１０５２－ａ～１０５２－ｎを備え得る。ワイヤレス通信システム１０
００では、ｅＮＢ１００５は、同時にマルチプルな通信リンクを通じてデータを送信する
ことが可能でありうる。各通信リンクは、「レイヤ（layer）」と呼ばれることがあり、
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通信リンクの「ランク（rank）」は、通信のために使用されるレイヤの数を示し得る。例
えば、ｅＮＢ１００５が２つの「レイヤ」を伝送する２×２ＭＩＭＯシステムでは、ｅＮ
Ｂ１００５とＵＥ１０１５との間の通信リンクのランクは、２でありうる。
【００７９】
　[0090]　ｅＮＢ１００５において、送信（Ｔｘ）プロセッサ１０２０がデータソースか
らデータを受信し得る。送信プロセッサ１０２０は、データを処理し得る。送信プロセッ
サ１０２０は、また、リファレンスシンボルおよび／またはセル固有のリファレンス信号
を生成しうる。送信（ＴＸ）多入力多出力（ＭＩＭＯ）プロセッサ１０３０は、適用可能
であれば、データシンボル、制御シンボル、および／またはリファレンスシンボルに対し
て空間処理（例えば、プリコーディング）を実施し、変調器／復調器１０３２－ａ～１０
３２－ｘに出力シンボルストリームを提供しうる。各変調器／復調器１０３２は、出力サ
ンプルストリームを取得するために（例えば、ＯＦＤＭ等について）それぞれの出力シン
ボルストリームを処理しうる。各変調器／復調器１０３２はさらに、ダウンリンク（ＤＬ
）信号を取得するために、出力サンプルストリームを処理（例えば、アナログに変換、増
幅、フィルタリング、およびアップコンバート）しうる。一実施例では、変調器／復調器
１０３２－ａ～１０３２－ｘからのＤＬ信号は、それぞれ、アンテナ１０３４－ａ～１０
３４－ｘを介して送信されうる。
【００８０】
　[0091]　ＵＥ１０１５において、アンテナ１０５２－ａ～１０５２－ｎは、ｅＮＢ１０
０５からＤＬ信号を受信し、受信された信号をそれぞれ変調器／復調器１０５４－ａ～１
０５４－ｎに提供しうる。各変調器／復調器１０５４は、それぞれの受信された信号を調
整（例えば、フィルタリング、増幅、ダウンコンバートおよびデジタル化）して、入力サ
ンプルを取得し得る。各変調器／復調器１０５４はさらに、（例えば、ＯＦＤＭ等につい
て）入力サンプルを処理して、受信シンボルを取得し得る。ＭＩＭＯ検出器１０５６は、
すべての変調器／復調器１０５４－ａ～１０５４－ｎからの受信シンボルを取得し、適用
可能であれば、受信シンボルに対してＭＩＭＯ検出を実施し、検出されシンボルを提供し
得る。受信（Ｒｘ）プロセッサ１０５８は、検出されたシンボルを処理（例えば、復調、
デインタリーブ、および復号）して、ＵＥ１０１５のための復号されたデータをデータ出
力に提供し、復号された制御情報をプロセッサ１０８０またはメモリ１０８２に提供しう
る。プロセッサ１０８０は、ライセンススペクトルおよび／またはアンライセンススペク
トルにおけるＬＴＥベースの通信を使用することに関する様々な機能を果たし得る、モジ
ュールまたはファンクション１０８１を含み得る。例えば、モジュールまたはファンクシ
ョン１０４１は、図７Ａまたは図７Ｂを参照して説明したＣＣＡ協調モジュール７２０ま
たは７６０、および／または図９を参照して説明したＵＥ無線アクセスネットワークモジ
ュール９４０の機能の一部またはすべてを実施し得る。
【００８１】
　[0092]　アップリンク（ＵＬ）では、ＵＥ１０１５において、送信（Ｔｘ）プロセッサ
１０６４がデータソースからのデータを受信し処理し得る。送信プロセッサ１０６４は、
リファレンス信号についてリファレンスシンボルを生成し得る。送信プロセッサ１０６４
からのシンボルは、適用可能な場合、送信（Ｔｘ）ＭＩＭＯプロセッサ１０６６によって
プリコーディングされ、変調器／復調器１０５４－ａ～１０５４－ｎによってさらに処理
され（たとえば、ＳＣ－ＦＤＭＡ等について）、ｅＮＢ１００５から受信された送信パラ
メータに従ってｅＮＢ１００５に送信され得る。ｅＮＢ１００５において、ＵＥ１０１５
からのＵＬ信号は、アンテナ１０３４によって受信され、変調器／復調器１０３２によっ
て処理され、適用可能な場合、ＭＩＭＯ検出器１０３６によって検出され、受信（Ｒｘ）
プロセッサ１０３８によってさらに処理され得る。受信プロセッサ１０３８は、復号され
たデータをデータ出力へ提供し、そして、プロセッサ１０４０またはメモリ１０４２へ提
供し得る。プロセッサ１０４０は、ライセンススペクトルおよび／またはアンライセンス
スペクトルにおけるＬＴＥベースの通信を使用することに関する様々な態様を実施し得る
、モジュールまたはファンクション１０４１を含み得る。例えば、モジュールまたはファ
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ンクション１０４１は、図７Ａまたは図７Ｂを参照して説明したＣＣＡ協調モジュール７
２０もしくは７６０、または図８を参照して説明したｅＮＢ無線アクセスネットワークモ
ジュール８７０の機能の一部またはすべてを実施し得る。いくつかの例では、モジュール
またはファンクション１０４１は、コンポーネントキャリアのセットをまたぐＣＣＡサブ
フレームのｅＮＢ１００５の送信についてのスタガリングオフセットを決定するために使
用され得る。
【００８２】
　[0093]　ｅＮＢ１００５のコンポーネントは、個々に、または集合的に、ハードウェア
において利用可能な機能の一部またはすべてを実施するように適合された１つまたは複数
のＡＳＩＣによりインプリメントされ得る。ここに記載のモジュールの各々は、ワイヤレ
ス通信システム１０００の動作に関連する１つまたは複数の機能を実施する手段でありう
る。同様に、ＵＥ１０１５のコンポーネントは、個々に、または集合的に、ハードウェア
において利用可能な機能の一部またはすべてを実施するように適合された１つまたは複数
のＡＳＩＣによりインプリメントされ得る。ここに記載のコンポーネントの各々は、ワイ
ヤレス通信システム１０００の動作に関連する１つまたは複数の機能を実施する手段であ
りうる。
【００８３】
　[0094]　図１１は、ワイヤレス通信のための方法１１００の一例を示すフローチャート
である。明瞭にするために、以下で、方法１１００について、図１、２、７Ａ、７Ｂ、８
、および／または１０を参照して説明したｅＮＢまたはデバイス１１５、２０５、７０５
、７５５、８０５、および／または１００５のうちの１つに関して説明する。一実施例で
は、ｅＮＢは、以下に記載する機能を果たすようにｅＮＢの機能的要素を制御するコード
の１つまたは複数のセットを実行し得る。
【００８４】
　[0095]　ブロック１１０５において、アンライセンススペクトル上の通信信号の送信の
ためのコンポーネントキャリアのセットが識別される。コンポーネントキャリアのセット
は、ある周波数帯内の、または異なる周波数帯における、キャリア周波数として識別され
得る。例えば、コンポーネントキャリアが、５ＧＨｚ周波数帯内で２０ＭＨｚキャリア周
波数を使用して送信され得る。いくつかの例では、キャリア周波数のセットは、１つまた
は複数のバンド内コンポーネントキャリア周波数と、１つまたは複数のバンド間コンポー
ネントキャリア周波数とを含み得る。キャリア周波数のセットは、また、ある周波数帯内
の隣接または非隣接コンポーネントキャリア周波数を含み得る。ブロック１１０５におけ
る動作は、いくつかのケースでは、図７Ａおよび／または７Ｂを参照して説明したＣＣＡ
協調モジュール７２０および／または７６０、図８を参照して説明したｅＮＢ無線アクセ
スネットワークモジュール８７０、および／または図１０を参照して説明したモジュール
またはファンクション１０４１を使用して実施され得る。
【００８５】
　[0096]　ブロック１１１０において、コンポーネントキャリアのセットのうちの少なく
とも１つのコンポーネントキャリアのためのクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）が、
コンポーネントキャリアのセットのうちの異なるコンポーネントキャリアについてのＣＣ
Ａとは異なる時間において起こるようにスタガリングされる。ブロック１１１０における
動作は、いくつかのケースでは、図７Ａおよび／または７Ｂを参照して説明したＣＣＡ協
調モジュール７２０および／または７６０、図８を参照して説明したｅＮＢ無線アクセス
ネットワークモジュール８７０、および／または図１０を参照して説明したモジュールま
たはファンクション１０４１を使用して実施され得る。ＣＣＡスタガリングは、異なる時
間においてキャリア周波数のセット中の異なるコンポーネントキャリア周波数にわたって
マルチプルなＣＣＡ機会を提供するように決定され得る。
【００８６】
　[0097]　いくつかの例では、送信される各コンポーネントキャリアについてのスタガリ
ングオフセットが決定され、シグナリングがスタガリングオフセットに関する情報ととも
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に受信機に提供され得る。そのような情報は、たとえば、ＲＲＣ構成／再構成情報におい
て、および／またはたとえばＳＩＢにおいて、提供され得る。したがって、方法１１００
は、ＣＣＡが異なるコンポーネントキャリアについて異なる時間に実施され得るワイヤレ
ス通信を提供し、それによって、アンライセンススペクトルにおけるチャネルアクセスの
ための追加の機会を提供し得る、ワイヤレス通信を提供する。方法１１００が単なる一実
装形態であり、方法１１００の動作が、他の実装形態も可能であるように、再構成され、
あるいは他の何らかの形で修正され得ることに留意すべきである。
【００８７】
　[0098]　図１２は、ワイヤレス通信のための方法１２００の一例を示すフローチャート
である。明瞭にするために、以下で、方法１２００について、図１、２、７Ａ、７Ｂ、８
、および／または１０を参照して説明したｅＮＢまたはデバイス１０５、２０５、７０５
、７５５、８０５、および／または１００５のうちの１つに関して説明する。一例では、
ｅＮＢは、以下で説明する機能を果たすようにｅＮＢの機能的要素を制御するコードの１
つまたは複数のセットを実行し得る。
【００８８】
　[0099]　ブロック１２０５において、アンライセンススペクトル上での通信信号の送信
のためのコンポーネントキャリアのセットが識別される。コンポーネントキャリアのセッ
トは、ある周波数帯内の、または異なる周波数帯における、キャリア周波数として識別さ
れ得る。例えば、コンポーネントキャリアは、５ＧＨｚ周波数帯内で２０ＭＨｚキャリア
周波数を使用して送信され得る。いくつかの例では、キャリア周波数のセットは、１つま
たは複数のバンド内コンポーネントキャリア周波数と、１つまたは複数のバンド間コンポ
ーネントキャリア周波数とを含み得る。キャリア周波数のセットは、また、ある周波数帯
内の隣接または非隣接コンポーネントキャリア周波数を含み得る。ブロック１１０５にお
ける動作は、いくつかのケースでは、図７Ａおよび／または７Ｂを参照して説明したＣＣ
Ａ協調モジュール７２０および／または７６０、図８を参照して説明したｅＮＢ無線アク
セスネットワークモジュール８７０、および／または図１０を参照して説明したモジュー
ルまたはファンクション１０４１を使用してインプリメントされ得る。
【００８９】
　[0100]　ブロック１２１０において、コンポーネントキャリアのセットのうちの少なく
とも１つのコンポーネントキャリアについてのクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）が
、コンポーネントキャリアのセットのうちの異なるコンポーネントキャリアについてのＣ
ＣＡとは異なる時間に起こるようにスタガリングされる。ブロック１２１０における動作
は、いくつかのケースでは、図７Ａおよび／または図７Ｂを参照して説明したＣＣＡ協調
モジュール７２０および／または７６０、図８を参照して説明したｅＮＢ無線アクセスネ
ットワークモジュール８７０、および／または図１０を参照して説明したモジュールまた
はファンクション１０４１を使用して実施され得る。ＣＣＡスタガリングは、異なる時間
においてキャリア周波数のセットにおける異なるコンポーネントキャリア周波数にわたっ
てマルチプルなＣＣＡ機会を提供するように決定され得る。
【００９０】
　[0101]　ブロック１２１５において、コンポーネントキャリア周波数のセットの各々に
ついてのＣＣＡが複数の基地局間で同期される。基地局間でのＣＣＡの同期は、各コンポ
ーネントキャリアに同期された協調されたＣＣＡを提供し、それによって基地局間でその
ような動作を同期させ得る。いくつかのケースでは、基地局は、同じネットワークオペレ
ータによって操作され得、いくつかのケースでは、他のネットワークオペレータの１つま
たは複数の基地局がまた同期され得る。ブロック１２１５における動作は、いくつかのケ
ースでは、図７Ａおよび／または７Ｂを参照して説明されたＣＣＡ協調モジュール７２０
および／または７６０、図８を参照して説明したｅＮＢ無線アクセスネットワークモジュ
ール８７０、および／または図１０を参照して説明したモジュールまたはファンクション
１０４１を使用して実施され得る。
【００９１】
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　[0102]　ブロック１２２０において、スタガリングオフセットが１つまたは複数のアン
ライセンススペクトル受信機に送信される。ブロック１２２０における動作は、いくつか
のケースでは、図７Ａを参照して説明したＣＣＡ協調モジュール７２０および／または送
信機モジュール７３０、図７Ｂを参照して説明した、同期情報送信タイミングモジュール
７７０、送信タイミングモジュール７７５、および／または送信機モジュール７３２、図
８を参照して説明した、ＣＣＡ協調モジュール８９０、トランシーバモジュール８５５、
および／またはアンテナ８６０、および／または、図１０を参照して説明した、モジュー
ルまたはファンクション１０４１、Ｔｘプロセッサ１０２０、ＴｘＭＩＭＯプロセッサ１
０３０、変調器／復調器１０３２－ａ～１０３２－ｘ、および／またはアンテナ１０３４
－ａ～１０３４－ｘを使用して実施され得る。
【００９２】
　[0103]　ゆえに、方法１２００は、基地局間で同期された異なるコンポーネントキャリ
アについての異なる時間にＣＣＡが実施され得るワイヤレス通信を提供し、それによって
、アンライセンススペクトルにおけるチャネルアクセスのための追加の機会を提供し得る
。方法１２００は単なる一実装形態にすぎず、方法１２００の動作は、他の実装形態が可
能であるように、再構成され、あるいは他の何らかの形で修正され得ることに留意すべき
である。
【００９３】
　[0104]　図１３は、ワイヤレス通信のための方法１３００の一例を示すフローチャート
である。明確にするために、方法１３００について、以下で、図１、２、７Ａ、７Ｂ、９
、および／または１０を参照して説明したＵＥまたはデバイス１１５、２１５、７０５、
７５５、７１５、および／または１０１５のうちの１つに関して説明する。一実施例では
、ＵＥは、以下に記載する機能を果たすようにＵＥの機能要素を制御するコードの１つま
たは複数のセットを実行し得る。
【００９４】
　[0105]　ブロック１３０５において、通信信号が、アンライセンススペクトル上で送信
されたコンポーネントキャリアのセットにおいて受信される。通信信号は、マルチプルな
コンポーネントキャリアを使用して動作するＳＤＬモード、ＣＡモード、またはＳＡモー
ドにしたがって、アンライセンススペクトルを通じて送信可能な基地局または他の送信機
などの送信機から受信され得る。ブロック１３０５における動作は、場合によっては、図
７Ａおよび／または図７Ｂを参照して説明したＣＣＡ協調モジュール７２０および／また
は７６０、図９を参照して説明したＵＥ無線アクセスネットワークモジュール９４０、お
よび／または図１０を参照して説明したモジュールおよび／またはファンクション１０８
１を使用して実施され得る。
【００９５】
　[0106]　ブロック１３１０において、コンポーネントキャリアのセットのうちの少なく
とも１つのコンポーネントキャリアについてのクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）が
、コンポーネントキャリアのセットのうちの別のコンポーネントキャリアについてのＣＣ
Ａとは異なる時間に起こることを示す、スタガリング情報が受信される。スタガリング情
報は、たとえば、ＳＩＢまたはＲＲＣ構成／再構成メッセージにおいてＵＥに提供され得
る。ブロック１３１０における動作は、場合によっては、図７Ａおよび／または図７Ｂを
参照して説明したＣＣＡ協調モジュール７２０および／または７６０、図９を参照して説
明したＵＥ無線アクセスネットワークモジュール９４０、および／または図１０を参照し
て説明したモジュールおよび／またはファンクション１０８１を使用して実施され得る。
【００９６】
　[0107]　ブロック１３１５において、ＣＣＡ動作は、スタガリング情報に従って実施さ
れ得る。ＣＣＡ動作は、スタガリング情報から決定された時間にＵＥにおいてＣＣＡサブ
フレームを受信すること、またはチャネルアベイラビリティを決定するためにＣＣＡを実
行することを含み得る。ブロック１３１５における動作は、場合によっては、図７Ａおよ
び／または図７Ｂを参照して説明したＣＣＡ協調モジュール７２０および／または７６０
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、図９を参照して説明したＵＥ無線アクセスネットワークモジュール９４０、および／ま
たは図１０を参照して説明したモジュールまたはファンクション１０８１を使用して実施
され得る。
【００９７】
　[0108]　ゆえに、方法１３００は、ＣＣＡが異なるコンポーネントキャリアについて異
なる時間において実施されるワイヤレス通信を提供し、それによって、アンライセンスス
ペクトルにおけるチャネルアクセスについて追加の機会を提供し得る。方法１３００が、
単なる一実装形態にすぎず、方法１３００の動作が、他の実装形態が可能なように、再構
成され、または他の何らかの形で修正され得ることに留意すべきである。
【００９８】
　[0109]　添付の図面に関して上述された詳細な説明は、例示的な実施例について説明し
ており、実現されうるまたは特許請求の範囲内にある唯一の例を表すものではない。本明
細書全体にわたって使用される用語「例示的（exemplary）」は、「好ましい」あるいは
「他の実施形態よりも有利である」ということではなく、「例、実例、あるいは例示とし
て役立つこと」を意味する。詳細な説明は、説明された技法の理解を提供する目的で、特
定の詳細を含む。しかしながら、これらの技法は、これらの特定の詳細なしで実施されう
る。いくつかの事例では、周知の構造およびデバイスは、説明された実施形態の概念を曖
昧にしないように、ブロック図形式で示される。
【００９９】
　[0110]　情報および信号は、様々な異なる技術および技法のうちの任意のものを用いて
表わされうる。例えば、上記説明の全体を通して参照されうるデータ、命令、コマンド、
情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁場または磁性
粒子、光場または光粒子、あるいはこれらの任意の組み合わせによって表わされうる。
【０１００】
　[0111]　ここでの開示に関連して説明された様々な例示的なブロックおよびモジュール
は、汎用プロセッサ、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（
ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他のプログラマ
ブル論理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタロジック、個別ハードウェア構成要素
、またはここで説明された機能を実行するように設計されたこれらの任意の組み合わせを
用いてインプリメントまたは実行されうる。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり
うるが、代替として、このプロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイ
クロコントローラ、またはステートマシンでありうる。プロセッサはまた、コンピューテ
ィングデバイスの組み合わせ、例えば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組み合わせ、複
数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと併用しての１つまたは複数のマイクロプロセッサ
、あるいはいずれの他のそのような構成のもの、として実装されうる。プロセッサは、場
合によっては、メモリと電子通信することができ、その場合、メモリは、プロセッサによ
って実行可能な命令を記憶する。
【０１０１】
　[0112]　ここで説明された機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソフ
トウェア、ファームウェア、またはこれらの任意の組み合わせでインプリメントされうる
。プロセッサによって実行されるソフトウェアで実装される場合には、機能は、コンピュ
ータ可読媒体上で１つまたは複数の命令またはコードとして格納または送信されうる。他
の例および実装は、特許請求の範囲および本開示の精神および範囲内にある。例えば、ソ
フトウェアの本質により、上述される機能は、プロセッサによって実行されるソフトウェ
ア、ハードウェア、ファームウェア、ハードワイヤリング、またはこれらのいずれかの組
み合わせを使用して実装されることができる。機能を実装する特徴はまた、様々な位置に
おいて物理的に配置されうる、そしてそれは、機能のポーションが異なる物理的な位置に
おいて実装されるように分配されることを含む。また、特許請求の範囲を含めて、ここで
使用される場合、「のうちの少なくとも１つ（at least one of）」で終わる項目の列挙
中で使用される「または（or）」は、例えば、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１



(31) JP 6449291 B2 2019.1.9

10

20

30

40

50

つ」の列挙が、ＡまたはＢまたはＣまたはＡＢまたはＡＣまたはＢＣまたはＡＢＣ（すな
わち、ＡおよびＢおよびＣ）を意味するように、選言的列挙（disjunctive list）を示す
。
【０１０２】
　[0113]　コンピュータプログラム製品またはコンピュータ可読媒体は、ともに、１つの
場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を容易にする任意の媒体を含む、コ
ンピュータ可読記憶媒体と、通信媒体とを含む。記憶媒体は、汎用または専用コンピュー
タによってアクセスされうる任意の媒体でありうる。これらに限定するものではなく一例
として、コンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－
ＲＯＭまたは他の光学ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置または他の磁気記憶デバ
イス、または汎用コンピュータまたは特殊用途コンピュータ、または汎用プロセッサまた
は特殊用途プロセッサによってアクセスされることができ、命令またはデータ構造の形で
所望のプログラムコード手段を搬送または記憶するために使用できる任意の他の媒体を備
え得る。また、任意の接続が、適切にコンピュータ可読媒体と称される。例えば、ソフト
ウェアがウェブサイト、サーバ、または他の遠隔ソースから、同軸ケーブル、光ファイバ
ーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、あるいは赤外線、無線、お
よびマイクロ波のようなワイヤレス技法を使用して送信される場合、同軸ケーブル、光フ
ァイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、あるいは赤外線、無線、およびマイクロ波の
ようなワイヤレス技法は送信媒体の定義に含まれている。ここで使用される場合、ディス
ク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（ＣＤ）、レーザーディスク
（登録商標）、光ディスク、デジタル多目的ディスク（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標
）ディスクおよびブルーレイ（登録商標）ディスクを含み、ここでディスク（disks）は
、通常磁気的にデータを再生し、一方ディスク（discs）は、レーザーを用いて光学的に
データを再生する。上記の組み合わせもまた、コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる
。
【０１０３】
　[0114]　本開示の先の説明は、当業者に本開示の製造または使用を可能にするように提
供される。本開示に対する様々な修正は、当業者にとって容易に明らかとなり、本明細書
において定義された包括的な原理は、本開示の精神または範囲から逸脱することなしに他
の変形例に適用されうる。本開示を通して、用語「例（example）」あるいは「例示的（e
xemplary）」は、例あるいは実例を示すものであり、言及された例に対するいかなる選好
を暗に示すものでも必要とするものでもない。よって、本開示は、本明細書で説明された
例および設計に限定されるように意図されたものではなく、本明細書で開示された原理お
よび新規な特徴と一致する最も広い範囲が付与されるべきである。
　以下に、本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　［Ｃ１］
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　　アンライセンススペクトル上での通信信号の送信のためのコンポーネントキャリアの
セットを識別することと、
　　コンポーネントキャリアの前記セットのうちの少なくとも１つのコンポーネントキャ
リアについてのクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を、コンポーネントキャリアの前
記セットのうちの異なるコンポーネントキャリアについてのＣＣＡとは異なる時間に起こ
るようにスタガリングすることと、
　を備える方法。
　［Ｃ２］
　複数の基地局間でコンポーネントキャリアの前記セットの各々についてのＣＣＡを同期
させることをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ３］
　前記スタガリングすることは、ネットワーク構成の一部として受信されたスタガリング
オフセットに従ってコンポーネントキャリアの前記セットのＣＣＡをスタガリングするこ
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とを備える、Ｃ２に記載の方法。
　［Ｃ４］
　システム情報ブロック（ＳＩＢ）またはＲＲＣ構成／再構成メッセージ中でユーザ機器
（ＵＥ）に前記スタガリングオフセットを送信することをさらに備える、Ｃ３に記載の方
法。
　［Ｃ５］
　前記スタガリングすることは、コンポーネントキャリアの前記セットのうちの少なくと
も１つのコンポーネントキャリアについての一連のＣＣＡを、コンポーネントキャリアの
前記セットのうちの少なくとも１つの他のものについての一連のＣＣＡとは異なる時間に
起こるようにスタガリングすることを備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ６］
　各コンポーネントキャリア上で送信される前記通信信号は、複数のフレームを備え、前
記複数のフレームの各々はＣＣＡサブフレームを含み、ここで、前記スタガリングするこ
とは、
　各コンポーネントキャリアについてＣＣＡサブフレームとして異なるサブフレームを選
択することを備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ７］
　コンポーネントキャリアの前記セットが、前記アンライセンススペクトル上で送信され
る、２以上のセカンダリダウンリンク（ＳＤＬ）キャリア、キャリアアグリゲーション（
ＣＡ）キャリア、またはスタンドアロン（ＳＡ）キャリアを備え、各コンポーネントキャ
リアが、前記コンポーネントキャリアのうちの２以上が異なるＴＤＤアップリンク／ダウ
ンリンク（ＵＬ／ＤＬ）構成を有する、時分割複信（ＴＤＤ）送信スキームに従って、前
記通信信号を送信するように構成される、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ８］
　前記少なくとも１つのコンポーネントキャリアについてのクリアチャネルアセスメント
免除送信（ＣＥＴ）を、コンポーネントキャリアの前記セットのうちの前記異なるコンポ
ーネントキャリアについてのＣＥＴとは異なる時間に起こるようにスタガリングすること
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ９］
　第１のコンポーネントキャリア上で通信信号を送信することと、
　前記第１のコンポーネントキャリア上で前記通信信号を送信しながら、ＣＣＡについて
第２のコンポーネントキャリア上で受信信号を測定することと、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ１０］
　コンポーネントキャリアの前記セットが、第１の周波数において実質的に送信される第
１のコンポーネントキャリアと、第２の周波数において実質的に送信される第２のコンポ
ーネントキャリアとを備え、前記第１の周波数および前記第２の周波数が異なる周波数帯
に属し、前記スタガリングすることが、前記第１のコンポーネントキャリアおよび前記第
２のコンポーネントキャリアのＣＣＡを異なる時間に起こるようにスタガリングすること
を備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ１１］
　前記第１の周波数および前記第２の周波数は、同じ周波数帯の隣接していない周波数で
あり、前記スタガリングすることは、前記第１のコンポーネントキャリアおよび前記第２
のコンポーネントキャリアのＣＣＡを異なる時間に起こるようにスタガリングすることを
備える、Ｃ１０に記載の方法。
　［Ｃ１２］
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　　アンライセンススペクトル上で送信されるコンポーネントキャリアのセットにおいて
通信信号を受信することと、
　　コンポーネントキャリアの前記セットのうちの少なくとも１つのコンポーネントキャ
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リアについてのクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）がコンポーネントキャリアの前記
セットのうちの別のコンポーネントキャリアについてのＣＣＡとは異なる時間に起こるこ
とを示す、スタガリング情報を受信することと、
　　前記スタガリング情報に従ってＣＣＡ動作を実施することとを備える、
　方法。
　［Ｃ１３］
　コンポーネントキャリアの前記セットの各コンポーネントキャリアについてのＣＣＡが
スタガリングオフセットに従ってスタガリングされる、Ｃ１２に記載の方法。
　［Ｃ１４］
　前記受信することは、システム情報ブロック（ＳＩＢ）またはＲＲＣ構成／再構成メッ
セージ中で基地局からスタガリングオフセットを受信することを備える、Ｃ１３に記載の
方法。
　［Ｃ１５］
　各コンポーネントキャリア上で送信された通信信号が、複数のフレームを備え、前記複
数のフレームの各々がＣＣＡサブフレームを備え、前記スタガリング情報が、各コンポー
ネントキャリアについて異なるサブフレームを前記ＣＣＡサブフレームとして識別する、
Ｃ１２に記載の方法。
　［Ｃ１６］
　コンポーネントキャリアの前記セットが、前記アンライセンススペクトル上で送信され
る２以上のセカンダリダウンリンク（ＳＤＬ）キャリアを備える、Ｃ１２に記載の方法。
　［Ｃ１７］
　コンポーネントキャリアの前記セットが、第１の周波数で実質的に送信される第１のコ
ンポーネントキャリアと、前記第１の周波数とは異なる周波数帯に属する第２の周波数に
おいて実質的に送信される第２のコンポーネントキャリアとを備え、前記第１のコンポー
ネントキャリアおよび前記第２のコンポーネントキャリアのＣＣＡが異なる時間に起こる
ようにスタガリングされる、Ｃ１２に記載の方法。
　［Ｃ１８］
　コンポーネントキャリアの前記セットが、第１の周波数において実質的に送信される第
１のコンポーネントキャリアと、前記第１の周波数と同じ周波数帯に属する第２の周波数
において実質的に送信される第２のコンポーネントキャリアとを備え、
　前記第１のコンポーネントキャリアおよび前記第２のコンポーネントキャリアのＣＣＡ
が同期され、
　コンポーネントキャリアの前記セットのうちの１つまたは複数の他のコンポーネントキ
ャリアについての１つまたは複数のＣＣＡが、前記第１のコンポーネントキャリアおよび
前記第２のコンポーネントキャリアの前記同期されたＣＣＡとは異なる時間に起こるよう
にスタガリングされる、Ｃ１２に記載の方法。
　［Ｃ１９］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　　アンライセンススペクトル上での通信信号の送信のためにコンポーネントキャリアの
セットを識別する手段と、
　　コンポーネントキャリアの前記セットのうちの少なくとも１つのコンポーネントキャ
リアについてのクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を、コンポーネントキャリアの前
記セットのうちの異なるコンポーネントキャリアについてのＣＣＡとは異なる時間に起こ
るようにスタガリングする手段と、
　を備える装置。
　［Ｃ２０］
　複数の基地局間でコンポーネントキャリアの前記セットの各々についてＣＣＡを同期さ
せる手段と、
　ネットワーク構成の一部として受信されたスタガリングオフセットに従ってコンポーネ
ントキャリアの前記セットの前記ＣＣＡをスタガリングする手段と、
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　をさらに備える、Ｃ１９に記載の装置。
　［Ｃ２１］
　コンポーネントキャリアの前記セットのうちの少なくとも１つのコンポーネントキャリ
アについての一連のＣＣＡが、コンポーネントキャリアの前記セットのうちの少なくとも
１つの他のものについての一連のＣＣＡとは異なる時間に起こるようにスタガリングする
手段をさらに備える、Ｃ１９に記載の装置。
　［Ｃ２２］
　各コンポーネントキャリア上で送信される前記通信信号が複数のフレームを備え、前記
複数のフレームの各々がＣＣＡサブフレームを含み、そして、
　前記コンポーネントキャリアの各々について前記ＣＣＡサブフレームとして異なるサブ
フレームを選択する手段をさらに備える、Ｃ１９に記載の装置。
　［Ｃ２３］
　コンポーネントキャリアの前記セットが、前記アンライセンススペクトル上で送信され
る、２以上のセカンダリダウンリンク（ＳＤＬ）キャリア、キャリアアグリゲーション（
ＣＡ）またはスタンドアロン（ＳＡ）キャリアを備え、各コンポーネントキャリアが、前
記コンポーネントキャリアのうちの２以上が異なるＴＤＤアップリンク／ダウンリンク（
ＵＬ／ＤＬ）構成を有する、時分割複信（ＴＤＤ）送信スキームに従って、通信信号を送
信するように構成される、Ｃ１９に記載の装置。
　［Ｃ２４］
　前記少なくとも１つのコンポーネントキャリアについてのクリアチャネルアセスメント
免除送信（ＣＥＴ）を、コンポーネントキャリアの前記セットのうちの前記異なるコンポ
ーネントキャリアについてのＣＥＴとは異なる時間に起こるようにスタガリングする手段
をさらに備える、Ｃ１９に記載の装置。
　［Ｃ２５］
　第１のコンポーネントキャリア上で通信信号を送信し、前記第１のコンポーネントキャ
リア上で前記通信信号を送信しながらＣＣＡについて第２のコンポーネントキャリア上で
受信信号を測定する、手段をさらに備える、Ｃ１９に記載の装置。
　［Ｃ２６］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　　アンライセンススペクトル上で送信されるコンポーネントキャリアのセット上で通信
信号を受信する手段と、
　　コンポーネントキャリアの前記セットのうちの少なくとも１つのコンポーネントキャ
リアについてのクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）が、コンポーネントキャリアの前
記セットのうちの別のコンポーネントキャリアについてのＣＣＡとは異なる時間に起こる
ことを示す、スタガリング情報を受信する手段と、
　　前記スタガリング情報に従ってＣＣＡ動作を実施する手段と、
　を備える装置。
　［Ｃ２７］
　コンポーネントキャリアの前記セットの各コンポーネントキャリアについてのＣＣＡが
スタガリングオフセットに従ってスタガリングされる、Ｃ２６に記載の装置。
　［Ｃ２８］
　前記スタガリングオフセットが、システム情報ブロック（ＳＩＢ）またはＲＲＣ構成／
再構成メッセージ中で基地局から受信される、Ｃ２７に記載の装置。
　［Ｃ２９］
　各コンポーネントキャリア上で送信される前記通信信号が複数のフレームを備え、前記
複数のフレームの各々がＣＣＡサブフレームを備え、前記スタガリング情報が、各コンポ
ーネントキャリアについて異なるサブフレームを前記ＣＣＡサブフレームとして識別する
、Ｃ２６に記載の装置。
　［Ｃ３０］
　コンポーネントキャリアの前記セットが、前記アンライセンススペクトル上で送信され
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